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湖南市の人口  平成 23年４月 1日現在
総人口  55,268 人（－44）　　男  28,556 人（－27）　　女   26,712 人（－17）　　世帯数  21,645 世帯（+65）
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栄養価(1人分)
エネルギー：191kcal
たんぱく質：17.8g
脂質：6.0g
塩分：0.9g

●
作
り
方 あ

じ
の
ム
ニ
エ
ル

塩
分
控
え
め
レ
シ
ピ

　

平
成
21
年
度
滋
賀
の
健
康
・
栄
養
マ
ッ

プ
調
査
で
は
、
湖
南
市
に
お
け
る
食
塩
摂

取
量
が
成
人
男
性
11
・
3
g
、
成
人
女
性

10
・
1
g
と
い
う
結
果
で
、摂
取
目
標
（
男

性
9
g
、
女
性
7
・
5
g
）
を
オ
ー
バ
ー

し
て
い
ま
す
。
酢
を
使
っ
て
さ
っ
ぱ
り
と

減
塩
し
ま
し
ょ
う
。

あじ ………………… 4匹
塩 …………………… 少々
こしょう …………… 少々
小麦粉 ……………… 大さじ4弱
サラダ油 …………… 大さじ1
酢 …………………… 100cc
砂糖 ………………… 大さじ2弱
薄口しょうゆ ……… 大さじ1/2弱
グレープフルーツ   … 1/2個
玉ねぎ ……………… 1/2個
青ねぎ ……………… 1本

❶
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
は
皮
を
む
い
て
実
を
ほ
ぐ
す
。
玉
ね
ぎ
は
薄

切
り
に
し
、
塩
も
み
し
て
水
に
さ
ら
す
。

❷
酢
、
砂
糖
、
薄
口
し
ょ
う
ゆ
を
混
ぜ
合
わ
せ
、①
を
加
え
て
混
ぜ

て
お
く
。

❸
あ
じ
を
3
枚
に
お
ろ
し
て
、
塩
、
こ
し
ょ
う
を
し
、
小
麦
粉
を
ま

ぶ
す
。
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱

し
て
焼
く
。

❹
器
に
③
を
盛
り
付
け
て
、②
を
か
け
、
斜

め
切
り
に
し
た
青
ね
ぎ
を
ち
ら
す
。 材料（４人分）

食育推進計画
キャラクター

材料（10個分）



湖南市総合計画の後期基本計画 を策定しました

　

市
で
は
、「
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」（
平
成
23
～
27
年

度
）
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
平
成
21
年
に
湖
南
市
総
合

計
画
審
議
会
に
諮
問
し
、
そ
れ
以
降
、
今
年
3
月
の
答
申
ま

で
、
公
募
委
員
を
含
む
25
人
の
委
員
の
皆
さ
ん
に
6
回
に
わ

た
り
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
策
定
に
至
る
段
階
で
は
、

総
合
計
画
策
定
委
員
会
や
作
業
部
会
に
お
い
て
議
論
を
積
み

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

後
期
計
画
で
は
、
中
学
生
を
含
む
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、
市
民
の
声
を
計
画
に
反
映
す
る
と

と
も
に
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
雇
用
状
況
の
悪
化
な
ど
の

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
、
前
期
基
本
計
画
期
間
の
約
5
年
間

で
進
め
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
進
展
に
合
わ
せ
た
見
直
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
主
権
と
新
し
い
公
共
、
環
境
に
配
慮
し
た

ま
ち
づ
く
り
、
観
光
交
流
と
企
業
誘
致
に
よ
る
産
業
活
性
化
、

安
全
・
安
心
で
不
安
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
、
次
代
を
担
う
力

強
い
教
育
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

市
民
、
地
域
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
行
政
な
ど
が
連
携
・
協

力
し
な
が
ら
、「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
で
は
な
く
、「
あ
る
も

の
さ
が
し
」・「
あ
る
も
の
い
か
し
」
の
視
点
で
、
地
域
の
魅

力
を
み
ん
な
で
磨
き
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　自治体における総合的な計画で、市の中で最も重
要な計画です。基本構想、基本計画および実施計画
により構成され、市民と行政がこの計画に沿って、
共にまちづくりを進めるための指針となります。
　こういった計画は、地方自治法（市役所などに関
する法律）で必ず作るように決められています。環
境保全・都市基盤整備・産業振興・教育などさまざ
まな分野にわたる事務事業を一つの方向性のもとに
計画的に推進していくことが可能になります。
　湖南市を今後「どのようなまちにしていくか」と
いう将来像を見据えながら、市民が行うべきこと、
行政が行うべきこと、市民と行政が力をあわせて進
めていくものなど、市の今後進むべき方向性を具体
的に示す計画です。

　目指すべき将来像や、それを実現するために計画
的に展開する必要があります。

総合計画とは？

2015年夢おこし・ 明日作りの物語
み ら い

「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
で
は
な
く
、「
あ
る
も
の

さ
が
し
」・「
あ
る
も
の
い
か
し
」
の
視
点
で
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湖南市総合計画の後期基本計画 を策定しました

2015年夢おこし・ 明日作りの物語

総合計画の構成と期間
　総合計画は、基本構想、基本計画および実施計画の３つで構成されています。
①基本構想
　10年後の湖南市を展望し、まちの将来ビジョンを表すものとして基本理念と将来像を示すとともに、
これを達成するための基本方針を明らかにし、総合的かつ計画的な行政運営の指針となるべきものとし
ます。
②基本計画
　将来像を達成するための施策方針です。前期（平成18年度（2006年度）～22年度（2010年度））の
５年間に具体的な戦略プロジェクトと主要な施策・事業およびこれらに関する社会指標を分野別に示し、
社会指標の数値目標（ベンチマーク）により達成度を点検します。
　また、後期（平成23年度（2011年度）～27年度（2015年度））は、社会経済情勢の変化や計画事業
の評価などを踏まえ、今回改めて策定しました。
③実施計画
　基本計画に定められた施策を具体的な事業として財政的な裏づけを持って実施していくことを目的と
しています。３年間の計画をローリング方式 により毎年度策定し、施策方針を達成するための具体的な
手段である事務事業の達成目標を明確に定めることなどにより、実効性の高い計画とします。

※詳しくは市ホームページをご覧ください。
問企画・まちづくり課〔東庁舎〕　 71●2316　 72●2000

▲後期基本計画見直しのフロー

基本構想基本構想

基本計画基本計画

実施計画実施計画

基 本 構 想

前期基本計画 後期基本計画

平成18年度
2006 年度

平成23年度
2011 年度

平成27年度
2015 年度
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平成22年度◦３月末現在

予
算
執
行
状
況

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
昨
年
９
月
末
現
在
で
、

１
６
９
億
３
０
３
８
万
円
で
し
た
。
そ
の
後
、
緊
急
性
・

必
要
性
の
高
い
事
業
に
つ
い
て
増
額
補
正
を
行
い
、
最
終
的

に
１
７
５
億
４
８
３
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
︵
３
月
末
現
在
︶
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

問
財
政
課
︹
東
庁
舎
︺　

71
◦
2
3
1
7�　

72
◦
3
3
9
0

○特別会計
会　計　名 予 算 現 額 収入・執行済額 予算比（％）

住宅新築資金等
貸付特別会計

収入
3,311万円

615万円 18.6
支出 2,699万円 81.5

国民健康保険
特別会計

収入
46億7,937万円

37億4,671万円 80.1
支出 41億3,998万円 88.5

国民健康保険診
療所特別会計

収入
6億���18万円

4億5,079万円 75.1
支出 4億7,818万円 79.7

老人保健事業
特別会計

収入
362万円

264万円 72.9
支出 258万円 71.3

介護保険特別
会計

収入
21億��582万円

19億4,677万円 92.4
支出 19億　211万円 90.3

公共下水道特
別会計

収入
26億7,890万円

15億2,370万円 56.9
支出 21億2,633万円 79.4

後期高齢者医
療特別会計

収入
2億9,566万円

2億8,553万円 96.6
支出 2億7,725万円 93.8

○公営企業会計
会　計　名 予 算 現 額 収入・執行済額 予算比（％）

上水道事業
会計

収益的
収入 13億1,868万円 11億1,920万円 84.9
支出 13億4,430万円 11億4,996万円 85.5

資本的
収入 5億1,615万円 1億7,915万円 34.7
支出 8億9,137万円 3億8,766万円 43.5

訪問看護ステー
ション事業特別
会計

収益的
収入 3,819万円 3,874万円 101.4
支出 3,819万円 3,196万円 83.7

○一般会計

〔歳入〕

科　　目 予　算　現　額 収　入　済　額 予算比
（％）

市税 81億9,783万円 78億8,672万円 96.2
地方譲与税 1億5,800万円 1億1,237万円 71.1
県税交付金 6億2,050万円 5億8,149万円 93.7
地方特例交付金 1億��991万円 1億��991万円 100.0
地方交付税 15億5,506万円 16億2,106万円 104.2
交通安全対策特
別交付金 928万円 903万円 97.4

国庫支出金 19億4,755万円 14億9,529万円 76.8
県支出金 16億��563万円 8億1,922万円 51.0
分担金・負担金 5億1,861万円 4億4,602万円 86.0
使用料・手数料 1億9,897万円 1億9,028万円 95.6
財産収入 4,995万円 4,703万円 94.1
寄附金 500万円 536万円 107.2
繰入金 739万円 0万円 0.0
繰越金 1億5,526万円 1億5,526万円 100.0
諸収入 2億4,352万円 1億6,978万円 69.7
市債 21億6,593万円 7,000万円 3.2

合　計 175億4,839万円 137億1,882万円 78.2

〔歳出〕

科　　目 予　算　現　額 執　行　済　額 予算比
（％）

議会費 1億4,245万円 1億3,979万円 98.1
総務費 24億　�95万円 21億1,390万円 88.0
民生費 56億4,535万円 50億1,852万円 88.9
衛生費 13億2,307万円 11億8,455万円 89.5
労働費 6,740万円 6,099万円 90.5
農林水産業費 3億1,343万円 2億7,639万円 88.2
商工費 1億��386万円 1億��194万円 98.1
土木費 17億3,959万円 12億1,862万円 70.1
消防費 5億9,616万円 5億7,068万円 95.7
教育費 24億9,103万円 19億3,329万円 77.6
公債費 20億��432万円 19億9,911万円 99.7
諸支出金 7億��368万円 7億��346万円 100.0
予備費 1,710万円 0万円 0.0

合　計 175億4,839万円 153億2,124万円 87.3

▲�耐震補強工事を行った
水戸小学校体育館

▼増築中の水戸小学校校舎
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平
成
23
年

湖
南
市
消
防
団
入
退
団
式

　

４
月
３
日
、
市
役
所
東
庁
舎
で

湖
南
市
消
防
団
入
退
団
式
を
行
い

ま
し
た
。
永
年
に
わ
た
っ
て
地
域

の
防
災
活
動
に
尽
力
し
た
退
団
者

へ
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
ま

た
、
新
入
団
員
に
は
辞
令
を
交
付

し
ま
し
た
。

　

入
退
団
者
お
よ
び
新
幹
部
団
員

は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

退
団
者

元
分
団
長�

木
田　

一
弥

元
副
分
団
長�

澤
田　
　

栄

　

谷
口　

秀
樹

元
部
長�

園　
　

常
和

　

吉
川　

昌
宏�

喜
多　

昭
文

　

谷
村　

護
郎

元
班
長�

竹
内　

範
行

　

青
木　

浩
司�

瀬
川　

真
一

　

竹
内　

政
典�

今
村　

久
雄

　

鈴
木　

恭
弘�

小
林　
　

忠

　

宮
島　

賢
二�

中
岡　
　

弘

元
団
員�

安
田　

浩
一

　

尾
崎　

豊
和�

谷
口　

眞
臣

　

吉
田　

真
人�

藤
岡　

政
則

　

澤
田　

功
喜�

松
原　

寿
来

　

富
田　

和
也�

森
山　

拓
也

　

園
部　

浩
士�

西
山　

明
宏

　

吉
川　

彰
勇

入
団
者

団
員�

兜　
　

雅
章

　

山
本　
　

亮�

東
西　

宏
彰

　

山
元　

勝
司�

八
太　

市
丈

　

奥
村　

恭
平�

草
開　
　

徹

　

坂
尾　

芳
孝�

坂
尾　

誠
造

　

村
井　

大
介�

米
津　

和
也

　

角
田　

豊
孝�

青
木　

繁
樹

　

坂
田　

哲
司�

寺
村　

昭
彦

　

藤
井　

雅
之�

藤
本　

駿
平

　

永
田　
　

渉�
谷　
　

崇
行

　

上
西　

幸
信�
梅
田　

誠
二

　

山
中　

慎
也�

竹
島　

澄
人

　

松
永　

和
士�

眞
田　

茂
樹

　

中
村　
　

淳�

吉
川　

智
幸

　

谷
口　
　

卓�

北
村　

宏
一

新
幹
部
団
員

団
長�

青
木　

次
郎

副
団
長�

坂
田　

庄
司

　

吉
田　

眞
二

（
第
１
分
団
）

分
団
長�

福
島　

正
典

副
分
団
長�

井
上　
　

太

部
長�

福
山　

康
志

　

今
村　

成
生�

八
太　

貴
幸

班
長�

太
田　

勝
政

　

金
谷　

伸
彦�

黄
瀬　
　

満

　

菅
沼　
　

九�

奥
村　
　

司

　

田
中　

章
夫�

田
村　

修
治

（
第
２
分
団
）

分
団
長�

荻
原　

朝
之

副
分
団
長�

長
束　

英
幸

部
長�

橋
本　

俊
弘

　

青
木
伊
知
郎

班
長�

橋
本　

安
孝

　

福
島　

康
和�

米
津　

知
揮

　

武
田　

正
大

（
第
３
分
団
）

分
団
長�

喜
多　

一
朗

副
分
団
長�

谷
口　

安
彦

部
長�

吉
田　

智
明

　

吉
村　

広
行

班
長�

吉
岡　
　

勝

　

中
村　

惠
一�

藤
川
人
志
樹

　

堀
江　

正
樹

（
第
４
分
団
）

分
団
長�

井
上
幸
太
郎

副
分
団
長�

高
田　

幸
男

部
長�

吉
里　
　

徹

　

青
木　

信
行

班
長�

香
川　

祐
司

　

紀
平　

正
人�

下
村　

良
夫

（
第
５
分
団
）

分
団
長�
山
本　

辰
夫

副
分
団
長�

竹
内　

正
博

部
長�

山
元　

博
之

班
長�

伊
勢
谷
清
吾

　

北
村　

則
彦�

山
本　

康
広

No.54

　

過
去
に
観
光
に
つ
い
て
触
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
月
は
再

び
観
光
を
話
題
に
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
こ
な
ん
つ
な
が
り
で

鳥
取
県
北
栄
町
と
の
連
携
を
強
め

て
い
ま
す
。北
栄
町
は
ア
ニ
メ「
名

探
偵
コ
ナ
ン
」
の
作
者
の
出
身
地

で
、
コ
ナ
ン
君
で
ま
ち
お
こ
し
を

し
て
い
ま
す
。
コ
ナ
ン
市
と
し
て

も
、
北
栄
町
と
連
携
し
な
が
ら
、

知
名
度
の
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

仮
想
の
「
こ
に
ゃ
ん
市
」
を
つ
く

り
ま
し
た
。
湖
南
市
在
住
の
猫
に

立
候
補
し
て
も
ら
い
、
こ
に
ゃ
ん

市
長
選
挙
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
全
国
か
ら
も
の
す
ご
い
反
響

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
こ
に
ゃ

ん
市
」
の
知
名
度
は
爆
発
的
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
湖
南

市
に
あ
る
滋
賀
県
動
物
保
護
管
理

セ
ン
タ
ー
で
殺
処
分
さ
れ
る
猫
や

犬
を
希
望
者
に
お
分
け
す
る
手

助
け
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
三
雲
城
に
は
、
実
在

の
人
物
と
し
て
「
猿
飛
佐
助
」
が

い
た
と
い
う
こ
と
を
司
馬
遼
太
郎

が
書
い
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
全

国
的
な
知
名
度
の
あ
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
フ
ル
に
活
用
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

湖
南
市
観
光
物
産
協
会
で
は
、

観
光
交
流
拠
点
を
整
備
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
湖
南
三

山
だ
け
で
は
な
い
、
湖
南
市
の
観

光
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
東
日
本
大
震
災
に

続
く
原
子
力
発
電
所
事
故
と
い
う

人
災
で
、
福
島
県
に
対
す
る
偏
見

に
基
づ
い
た
差
別
が
横
行
し
て
い

ま
す
。
私
は
被
災
地
支
援
で
２
日

間
、郡
山
市
に
泊
ま
り
ま
し
た
が
、

放
射
線
量
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

科
学
的
根
拠
も
な
く
、
風
評
だ

け
で
あ
か
ら
さ
ま
な
差
別
が
行
わ

れ
て
い
る
と
聞
き
、
こ
れ
ま
で
の

人
権
教
育
や
人
権
啓
発
の
あ
り
か

た
を
抜
本
的
に
見
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
偏
見
に
基
づ

く
不
当
な
差
別
を
し
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。
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住
宅
用
火
災
警
報
器
が
大
切
な
「
命
」・「
財
産
」
を
守
り
ま
す

設置期限は2011年6月1日です
４月10日執行滋賀県議会議員
一般選挙湖南市選挙区は無投
票となりました

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

も
う
お
済
み
で
す
か
。

　

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
設
置

の
猶
予
期
限
は
、
今
年
の
６
月
１

日（
水
）で
す
。「
ま
だ
猶
予
が
あ
る

か
ら
・
・
」
で
は
な
く
、
大
切
な

命
や
財
産
を
恐
ろ
し
い
火
災
か
ら

守
る
た
め
に
も
、
今
す
ぐ
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
、
全
国
で
は
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
が
１
０
０
０
人
を
超
え
て
お

り
、
こ
の
う
ち
約
６
割
は
逃
げ
遅
れ

が
原
因
で
、
早
く
火
災
の
発
生
を

知
っ
て
い
れ
ば
、
助
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成

16
年
の
消
防
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
す
べ
て
の
住
宅
に
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
住
宅
用
火
災
警
報
器
っ
て
？

A
火
災
の
発
生
は
、
炎
を
見
る
、

煙
の
臭
い
を
か
ぐ
な
ど
で
気
づ
く

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
就

寝
中
な
ど
は
、
火
災
に
気
づ
く
の

が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

家
庭
内
で
の
火
災
の
発
生
を
い
ち

早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
音
声
に
よ
り

警
報
を
発
し
て
知
ら
せ
て
く
れ
る

の
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。

Ｑ
ど
こ
で
買
え
る
の
？

A
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
電
器
店
、

ガ
ス
事
業
者
な
ど
で
購
入
で
き
ま

す
。
価
格
は
、
メ
ー
カ
ー
や
種
類
、

機
能
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
な
ど
で
共
同
購

入
す
る
と
、
価
格
が
安
く
抑
え
ら

れ
た
り
悪
質
な
訪
問
販
売
の
防
止

に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
地
域
で
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

Ｑ
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
？

A
代
表
的
な
も
の
は
、
煙
を
感
知

し
て
警
報
を
発
す
る
煙
式
と
熱
を

感
知
し
て
警
報
を
発
す
る
熱
式
で

す
。
消
防
法
令
で
寝
室
や
階
段
の

天
井
な
ど
に
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
の
は
、
煙
を
感
知
す
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。

　

ま
た
、
単
独
で
警
報
を
発
す
る

も
の
と
、
ほ
か
の
い
く
つ
か
の
警

報
器
と
連
動
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
消
防
法
令
で
は
、
日
本
の
住

宅
環
境
を
踏
ま
え
て
適
切
に
機
能

が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
規
格
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
基
本
的
な
性
能

は
ど
の
製
品
も
ほ
ぼ
同
じ
と
考
え

て
結
構
で
す
。
規
格
に
適
合
し
て

い
る
か
は
、
左
の
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
で

確
認
で
き
ま
す
。

Ｑ
寝
室
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
る

の
は
な
ぜ
？

A
火
災
死
者
の
発
生
状
況
を
時
間

帯
別
に
み
る
と
、
寝
て
い
る
時
間

帯
が
多
く
、
昼
間
に
比
べ
て
危
険

性
が
高
い
た
め
、
寝
室
へ
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合
な
ど
で

は
、
唯
一
の
避
難
経
路
で
あ
る
階

段
に
も
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

問�

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部

予
防
課

　

63
●
7
9
3
2

　

63
●
7
9
4
0

　

湖
南
中
央
消
防
署

　

72
●
0
1
1
9

　

72
●
7
7
3
7

　

石
部
分
署

　

77
●
2
1
1
9

　

77
●
3
5
8
8

　任期満了に伴う滋賀県議会議員一般選挙は、
告示日の４月１日に届出のあった候補者が選
挙すべき議員の数（定数２）を超えなかった
ため、無投票となりました。当選者は次のか
たがたです。

問選挙管理委員会（総務課内）〔東庁舎〕
  71●2357　 72●3390

生　田　邦　夫
谷　　　康　彦

（届出順、敬称略）

設置が義務付けら
れているところ

設置をおすすめす
るところ
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区長の皆さんを紹介します
　市内にある43の行政区から選ばれた区長の皆さんには、地元住民の代
表として地域のまとめ役や行政とのパイプ役を務めていただきます。43
人の区長が集まる区長会では、行政からの連絡のほかに、区長会独自の
取り組みとして、まちづくり推進の検討や情報交換、住民自治について
の研修などを行います。
　今年度第１回の区長会は４月13日に開催し、区長および市執行部職員
の紹介、役員選出などを行いました。

問�区長会事務局（企画・まち
づくり課内）〔東庁舎〕
　 71◦2315　 72◦2000

学区 区名 区長氏名

三
雲

三雲 山村　聰

妙感寺 野村　正昭

吉永 井上　武文

夏見 山中　昌夫

針 八太　昭夫

ルモン甲西 田北　政之

中央 樋口　和男

平松 千代　傳吉

柑子袋 堤　耕太郎

石
部

石部東 内堀　義雄

石部中央 古賀　和男

石部西 弓場　稔

岡出 広部　武

石
部
南

宮の森 東野　信男

宝来坂 大島　正秀

石部南 黒木　寛

東寺 北村　紀嗣

西寺・丸山 竹内　平一郎

平成23年４月13日現在

※太字は学区長

よりよい地域づくりのために
区・自治会に加入しましょう

　区・自治会とは、同じ地域に住む人たちが、その地域を住みやす
い場所にするために、自主的に活動している組織です。市内には43
の区があり、その中にいくつかの自治会や組などがあります。主な
活動は、子どもの見守り、防災訓練、ごみステーションの管理、道
路や公園の清掃、交流のためのお祭りの開催などです。
　日ごろからの親睦を通じて連帯感を深め、地域の課題をみんなで
解決しています。地震などの災害のときも助け合いをします。いざ
というとき頼りになるのは同じ地域に住む人たちです。住みよい地
域づくりのためにぜひ区・自治会に加入しましょう。
　区・自治会に加入するときは、お近くの区・自治会役員にお申し
出ください。所属する区・自治会がわからない場合は、企画・まち
づくり課へお問い合わせください。
問�企画・まちづくり課〔東庁舎〕　 71◦2315　 72◦2000

　４月１日付けで武藤美代子さん
（石部南）が人権擁護委員として法
務大臣から委嘱を受けました。人
権に関することでお困りのことが
あれば、気軽にご相談ください。

問人権政策課〔東庁舎〕
　 71◦2354

新しい
人権擁護委員を
紹介します

学区 区名 区長氏名

岩
根

朝国 高畑　忠

岩根東口 奥村　英一

岩根東 園田　喜久

岩根西 村田　弘

岩根花園 林　雅夫

正福寺 中村　武治

菩
提
寺

北山台 田中　宏明

菩提寺 龍池　誉男

みどりの村 山口　道夫

三上台 倉脇　健次

イワタニランド 筒井　正義

近江台 松本　高治

ハイウェイサイドタウン 圓山　三郎

学区 区名 区長氏名

下
田

下田東 谷村　藤吉

下田西 木田　吉行

下田南 植西　淳

下田北 細本　淳

中山 角島　啓一

緑ヶ丘 山元　辰雄

大谷 小西　恒夫

桐松 相宗　英明

堂の城 手島　英治

水
戸

湖南工業団地北 古川　重宣

湖南工業団地中 望月　惇二

湖南工業団地南 山本　雅彦

【区長会役員】
会　長　八太　昭夫� （針）
副会長　弓場　稔� （石部西）
副会長　龍池　誉男� （菩提寺）
副会長　谷村　藤吉� （下田東）

会　計　竹内　平一郎�（西寺・丸山）
監　事　中村　武治　�（正福寺）
監　事　山本　雅彦　�（湖南工業団地南）
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の
全
国
交
通
安
全
運
動

５
月
11
日
水
～
20
日
金

　

期
間
中
は
、
啓
発
活
動
や
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

次
の
重
点
項
目
に
留
意
し
、
よ
り
一
層
の
交
通
安
全
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

『
事
故
０
』
を　

滋
賀
の
道
か
ら　

あ
な
た
か
ら

く
っ
き
り
と　

う
か
ぶ
安
全　

反
射
材

ち
ょ
っ
と
待
て　

横
だ
ん
歩
道
を　

わ
た
ろ
う
よ

平成23年度
滋賀県交通安全
スローガン

問
安
心
安
全
課
︹
東
庁
舎
︺

　

71
◦
2
3
2
5

　

72
◦
2
0
0
0

運
動
の
重
点

◇�

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
子
ど
も
や
高

齢
者
を
見
か
け
た
ら
減
速
し
、

道
を
譲
る
な
ど
余
裕
を
も
っ
た

運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

自
転
車
に
よ
る
加
害
事
故
が

増
加
し
、
マ
ナ
ー
の
悪
化
が
目

立
っ
て
い
ま
す
。
自
転
車
は
車

両
の
仲
間
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
交
通
ル
ー
ル
に
従
い
、
被

害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な

い
よ
う
危
険
な
行
為
は
絶
対
や

め
ま
し
ょ
う
。

◇�

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　
﹁
車
に
乗
れ
ば
ま
ず
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
﹂
と

い
う
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。
前
席
は
も
ち
ろ
ん
、
後
部
座

席
に
乗
車
す
る
人
も
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。�

◇
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
は
重
大
な
事
故
を

誘
発
す
る
こ
と
を
自
覚
し
、
飲

酒
後
の
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。
車
を
運
転
す
る
人
に

は
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ま
せ
な
い
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
出
る
予
定
が
あ

る
会
合
な
ど
に
は
、
車
で
行
か

な
い
、
行
か
せ
な
い
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

ワンちゃんの
　狂犬病予防注射は
　　お済みですか？

【当日の持ち物】
○登録（愛犬）カード
○予防注射手数料　3,200円

※新規登録の場合、登録手数料3,000円をあわせてお持ち
ください。
※予防注射は、動物病院でも接種できますが、手数料が
変わることがあります。

問環境課〔東庁舎〕　 71◦2326　 72◦2201

５
月
23
日（
月
）

９：30～10：00 石部保健センター
10：10～10：30 石部コミュニティセンター
10：40～11：05 石部南まちづくりセンター

11：15～11：30 東寺公民館（東寺多目的集会施設）

11：40～11：50 西寺公民館（西寺多目的集会施設）
12：55～13：20 宝来坂集会所
13：30～13：50 松籟会館

５
月
24
日（
火
）

９：20～９：45 保健センター
９：55～10：20 岩根まちづくりセンター

10：30～11：10 市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）
11：20～11：50 下田まちづくりセンター
13：10～13：45 三雲まちづくりセンター
13：55～14：10 妙感寺多目的集会所

５
月
25
日（
水
）

９：30～10：05 柑子袋まちづくりセンター
10：20～10：55 北山台自治会館
11：05～11：35 菩提寺まちづくりセンター
11：45～12：05 みどりの村自治会館
13：10～13：45 イワタニランド自治会館

春
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子
ど
も
手
当
は
、
４
月
か
ら
９

月
ま
で
の
６
か
月
間
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
月
額
1
3
0
0
0

円
で
引
き
続
き
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

■�

支
給
金
額　

子
ど
も
１
人
に
つ

き
月
額
1
3
0
0
0
円

■�

支
給
対
象　

０
歳
か
ら
中
学
校

卒
業
ま
で
の
子
ど
も
（
０
歳
～

15
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
）

■�

支
給
月　

　

６
月
（
２
月
分
～
５
月
分
）

　

10
月
（
６
月
分
～
９
月
分
）

　

　

た
だ
し
、
次
の
人
は
申
請
が
必

要
で
す
。

◎�

出
生
や
転
出
な
ど
に
よ
り
、
養

育
す
る
子
ど
も
が
増
減
し
た
人

◎�

既
に
受
給
し
て
い
て
、
他
の
市

町
村
か
ら
転
入
し
た
人

　

６
月
の
現
況
届
の
提
出
は
不
要

で
す
。
制
度
変
更
に
よ
り
届
出
申

請
が
必
要
に
な
れ
ば
広
報
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課
〔
東
庁
舎
〕

�

71
◦
2
3
2
8

�

72
◦
3
7
8
8

■
テ
ー
マ

Ａ�

「
犯
罪
や
事
故
の
な
い
安
心
安
全
な
住
み
よ
い
ま

�����

ち
づ
く
り
活
動
」

Ｂ�

「
森
や
川
・
公
園
な
ど
自
然
環
境
を
次
世
代
に
継

�����

承
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
活
動
」

■�

応
募
資
格　

市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
非
営
利
の
活
動
を
し
て
い
る
４

人
以
上
の
団
体
で
、
構
成
員
の
半
数
以
上
が
市
内

に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。
活
動
の
規
模
は
問
い
ま

せ
ん
が
、
宗
教
・
政
治
に
関
す
る
も
の
は
除
き
ま

す
。
ま
た
、
す
で
に
市
・
県
・
国
な
ど
の
財
政
的

支
援
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
受
け
る
予
定
が
あ

る
も
の
は
除
き
ま
す
。

■
活
動
の
例
（
テ
ー
マ
型
以
外
）

・
地
域
の
観
光
案
内
サ
ー
ビ
ス

・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
活
動

・
高
齢
者
生
き
が
い
づ
く
り
活
動

・
障
が
い
者
自
立
支
援
活
動

・
自
然
体
験
を
提
供
す
る
活
動

・
外
国
人
と
の
交
流　

な
ど

■�

補
助
対
象
・
金
額　

活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
必

要
と
な
る
経
費
で
、
１
団
体
10
万
円
を
上
限
と
し

ま
す
。

■�

審
査
方
法　

公
開
審
査
会
で
の
活
動
説
明
（
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
受
け
、
湖
南
市
市
民
活
動

補
助
金
審
査
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

■�

応
募
方
法　

５
月
31
日（
火
）ま
で
に
応
募
書
類
を

問
へ
。
応
募
要
領
は
、
企
画
・
ま
ち
づ
く
り
課
、

市
民
生
活
課
〔
西
庁
舎
〕、
各
出
張
所
、
石
部
南
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
る
ほ
か
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
企
画
・
ま
ち
づ
く
り
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
◦
2
3
1
5　

72
◦
2
0
0
0

皆
さ
ん
の
市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す

湖
南
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
補
助
金

子
ど
も
手
当
は
引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す

　

市
で
は
、
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
け
る
市
民
活
動
を
支
援
す
る
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
湖
南
市
総
合
計
画
後
期
計
画
見
直
し
に
あ
た
っ
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、
A
・
B
２
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
ま
し
た
が
、
今
ま
で
ど
お
り
テ
ー
マ
に
と
ら
わ
れ
な
い

自
由
な
提
案
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
手
当
寄
附
制
度
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

子
ど
も
手
当
の
支
給
の
決
定
を
受
け
た
人
は
支
給
予
定
の
手

当
額
を
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
援

す
る
た
め
に
寄
附
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

湖
南
市
で
は
６
月
10
日（
金
）に
該
当
す
る
人
に
子
ど
も
手
当

（
２
月
分
～
５
月
分
）
を
支
払
う
予
定
で
す
が
、
寄
附
を
希
望

す
る
場
合
は
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
5
月
20
日（
金
）ま
で
に

手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う 

～
が
ん
は
「
他
人
ご
と
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
～

乳
が
ん
検
診

■�

対
象　

40
歳
以
上
で
西
暦
偶
数

年
生
ま
れ
の
女
性

�

①
医
療
機
関
受
診　

　

視
触
診
＋
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

■�

委
託
医
療
機
関　

・�

生
田
病
院
︵
湖
南
市
︶

　

74
●
8
5
7
7

・�

公
立
甲
賀
病
院
︵
甲
賀
市
︶

　

62
●
0
2
3
4

■�

実
施
期
間　

５
月
２
日
︵
月
︶

～
平
成
24
年
３
月
15
日
︵
木
︶

■�

受
診
方
法　

各
病
院
に
直
接
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
実
施
日

時
は
各
病
院
が
指
定
し
、
結
果

は
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
郵
送
し

ま
す
。

■�

持
ち
物　

健
康
保
険
証
な
ど
身

分
を
証
明
す
る
も
の
、
受
診
料

１
５
０
０
円
︵
65
歳
以
上
無

料
︶

　

②
集
団
検
診

　

�

視
触
診
+
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
＋

乳
が
ん
自
己
検
診
教
室

※�

9
～
11
月
に
実
施
し
ま
す
。
詳

し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

注
意
事
項

・�

該
当
部
位
に
疾
患
が
あ
る
人
や

自
覚
症
状
の
あ
る
人
は
が
ん
検

診
で
は
な
く
、
一
般
診
療
で
、

直
接
病
院
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

・�

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
使
用
し
て

い
る
人
や
、
豊
胸
手
術
・
乳
房

形
成
手
術
・
水
頭
症
手
術
を
受

け
た
人
、
授
乳
中
・
妊
娠
中
の

人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

■�

対
象　

20
歳
以
上
で
西
暦
偶
数

年
生
ま
れ
の
女
性
︵
対
象
者
に

は
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
︶

※
集
団
検
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

医
療
機
関
受
診

■�

受
診
方
法　

県
内
の
婦
人
科
で

直
接
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
結

果
は
医
療
機
関
か
ら
直
接
郵
送

さ
れ
ま
す
。

※�
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
、
検
診

日
時
を
定
め
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
確
認
の
う
え
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

受
診
期
間　

平
成
24
年
3
月
31

日
︵
土
︶
ま
で

■�

持
ち
物　

受
診
券
付
は
が

き
、
健
康
保
険
証
な
ど
身
分

を
証
明
す
る
も
の
、
受
診
料

１
７
０
０
円
︵
65
歳
以
上
無

料
︶

　

日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
か
か
り
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
割
合
は
世
界
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
、
日
本
は
世
界
有
数
の
が
ん
大
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
は
不
治
の
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
が
ん
な
ら
、
完
治
の
可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
が
ん
は
、
遺
伝
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
生
活
習
慣
病
の
要
素
が
大
き
い
病
気
で
す
。

　

早
期
に
が
ん
を
発
見
す
る
た
め
に
は
、
が
ん
検
診
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
政
策
課
〔
保
健
セ
ン
タ
ー
〕　

72
◦
4
0
0
8　
　

72
◦
1
4
8
1

が
ん
検
診
推
進
事
業

︵
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
部
が
ん
検
診
︶

　

平
成
23
年
度
も
国
の
子
育
て
支

援
対
策
と
し
て
実
施
す
る
予
定

で
す
。
国
の
方
針
が
決
ま
り
次
第
、

下
表
の
対
象
者
に
ク
ー
ポ
ン
券
・

検
診
手
帳
な
ど
を
個
別
発
送
し
ま

す
。
年
度
内
に
限
り
無
料
で
検
診

が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
ク
ー
ポ
ン

券
が
届
く
ま
で
に
受
診
し
て
も
後

日
返
金
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
手
元
に
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
く
ま

で
受
診
は
控
え
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。湖南市 野村産婦人科

72●6633

甲賀市

公立甲賀病院
62●0234

親愛レディースクリニック
63●3321

濱田クリニック
65●3737

野洲市

野洲病院
077●587●1332

岸本産婦人科
077●586●1821

平田医院
077●588●2111

希望が丘クリニック
077●586●4103

■子宮頸部がん検診実施医療機関

子宮頸部がん検診クーポン券対象者

20歳 平成２年４月２日～
平成３年４月１日生

25歳 昭和60年４月２日～
昭和61年４月１日生

30歳 昭和55年４月２日～
昭和56年４月１日生

35歳 昭和50年４月２日～
昭和51年４月１日生

40歳 昭和45年４月２日～
昭和46年４月１日生

乳がん検診クーポン券対象者

40歳 昭和45年４月２日～
昭和46年４月１日生

45歳 昭和40年４月２日～
昭和41年４月１日生

50歳 昭和35年４月２日～
昭和36年４月１日生

55歳 昭和30年４月２日～
昭和31年４月１日生

60歳 昭和25年４月２日～
昭和26年４月１日生

●�今年度から、上記以外の県内婦人科でも受
診できます。詳しくは市ホームページをご
覧になるか問、または医療機関へ直接お問
い合わせください。
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■�

対
象　

40
歳
以
上
の
人︵
昭
和
47
年
３
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
︶

■�

申
込
方
法　

5
月
9
日︵
月
︶～
13
日︵
金
︶

に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
︵
電
話
可
︶。

■�

持
ち
物　

通
知
は
が
き
︵
申
し
込
み

後
に
郵
送
︶、
健
康
手
帳
︵
お
持
ち

の
人
の
み
︶、
受
診
料
１
０
０
０�

円
︵
65
歳
以
上
無
料
︶

■�

留
意
点　

バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で
胃
部
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
り
ま
す
。
妊
娠
中
の

人
・
妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
人
、
胃
を

切
除
し
た
人
、
消
化
管
の
狭
窄
ま
た
は

そ
の
疑
い
の
あ
る
人
、
バ
リ
ウ
ム
に
対

し
て
過
敏
症
︵
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
︶
の

既
往
歴
の
あ
る
人
、
飲
み
込
み
が
困
難

な
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

�　

手
話
通
訳
が
必
要
な
人
は
、
５
月
９

日︵
月
︶～
13
日︵
金
︶
に
社
会
福
祉
課

︹
東
庁
舎
︺
も
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

自
宅
で
２
日
分
の
便
を
専
用
容
器
に
採

り
、
便
の
潜
血
反
応
を
調
べ
ま
す
。
申
し

込
み
は
要
り
ま
せ
ん
。
直
接
容
器
配
付
場

所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■�

対
象　

40
歳
以
上
の
人︵
昭
和
47
年
３
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
︶

■�

持
ち
物　

受
診
料
５
０
０
円
︵
65
歳
以

上
無
料
︶

※��

回
収
日
は
、
配
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎�

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
と
も
に
秋
に

も
実
地
し
ま
す
。
詳
し
く
は
保
健
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
検
診
（
集
団
検
診
）

大
腸
が
ん
検
診
（
容
器
配
付
）

日　程 場　所 定員

6月

20日（月）保健センター 100人
21日（火）保健センター 100人

27日（月）
石部保健セン
ター

100人

受付時間：午前９時～10時30分
※�番号札を午前８時30分から各会
場に出します。受付は番号札順
に行います。

■日程・場所・定員

日　程 午前9時30分〜11時30分 午後1時30分〜3時30分

5月

17日（火） 保健センター
18日（水） 菩提寺まちづくりセンター サンヒルズ甲西
19日（木） 石部保健センター
20日（金） 石部保健センター
23日（月） 保健センター
24日（火） 保健センター
25日（水） 保健センター
26日（木） 保健センター

■日程・場所

喫煙は危険！
受動喫煙も危険！！

　日本は、至るところに喫煙できる場所があり、気
を付けていても、知らない間に煙が忍び寄る、たば
こに対して寛容な国です。そのため、ちょっとくら
い大丈夫と思っている人はたくさんいると思います
が、それは大間違いです。
　1997年の「人類の健康を脅かすキラー・ベスト
10」（ハーバード大学とWHO）によると、先進国に
おいてたばこがすべての病気と死亡に対する寄与率
で第1位となりました。喫煙は緩やかな自殺とまで
言われていますが、日本で知らされているたばこの
害はごく一部です。
◎たばこには有害物質が含まれている！
　実はたばこの煙の中に含まれるダイオキシン類は
ゴミ焼却場で出る煙の３～18倍あります。また、ヒ

素やカドミウム、シックハウス症候群の原因となる
ホルムアルデヒドなどの有害な物質がたくさん含ま
れています。ただ、このことはあまり知られていな
いので、喫煙者は平気でたばこを吸い、非喫煙者も
平気でいられるのです。
◎たばこは急性心筋梗塞に影響する
　たばこを吸うと、知らず知らずのうちに体に有害
物質を取り込み、がんを始め多くの病気にかかりま
す。特に急性心筋梗塞はたばこの影響が大きく関係
し、湖南市は県下でワースト１の死亡率となってい
ます。これは喫煙する本人だけでなく、周りにいる
人も同じで、血管に悪影響を与える一酸化炭素やニ
コチンも煙だけではなく、喫煙後の息や服に付きあ
らゆるところに運ばれます。空気の境目はなく、分
煙では完全にたばこの煙を取り除くことができませ
ん。皆さんがより健康に生活するためには、喫煙者
だけではなく周りの人も受動喫煙を防ぐことが重要
です。

毎年５月31日は世界禁煙デーです。
禁煙の相談は保健センターへ。
問健康政策課〔保健センター〕　 72◦4008
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健
診
は
「
自
分
の
生
活
習
慣
が
自
分
の
体
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
か
」
を
確

認
し
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
健
康
管
理
の
た

め
に
も
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
注
意
事
項

・
年
齢
は
平
成
24
年
３
月
31
日
到
達
時
点
で
の
満
年
齢
で
す
。

・
65
歳
以
上
の
特
定
健
診
、
75
歳
以
上
の
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
広
報
こ
な
ん
７
月
号

に
掲
載
予
定
で
す
。

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
該
当
す
る
人
に
は
、
受
診
料
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

印
鑑
を
持
っ
て
、
受
診
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
政
策
課
︹
保
健
セ
ン
タ
ー
︺　

72
◦
4
0
0
8　

72
◦
1
4
8
1

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

年に　
　一回

成人健診
特定健診

平成23年４月１日現在
湖南市国民健康保険被保険者

対象
19歳〜39歳

（昭和47年４月１日～
平成５年３月31日生）

40歳〜64歳
（昭和22年４月１日～

昭和47年３月31日生）

内容

身体測定・腹囲測定・検尿・
血圧測定・問診・血液検査・
診察（希望者のみ）

身体測定・腹囲測定・検尿・
血圧測定・問診・血液検査・
診察・心電図
※�心電図は、集団健診または市
内医療機関で受けられます。
※�眼底検査は基準に基づき必
要な場合に実施します。

持ち物

受診料（1,000円）
案内はがき（持っている人）
健康手帳（持っている人）
採尿容器・問診票（事前に取
りに来た人）

受診券（５月中旬に郵送予定）
質問票　国民健康保険証
受診料（1,300円）
健康手帳（持っている人）
採尿容器（事前に取りに来た
人）

日時
場所 日程表①のとおり

日程表①のとおり
個別健診については表②およ
び県内の医療機関で６月14日
（火）～10月31日（月）に行い
ます。

その他
※�採尿容器・成人健診問診票は５月10日（火）から保健センター
および石部保健センターに備え付けます。事前に取りに来た
人は、当日持参してください。

①�【集団健診】日程表（申込不要。直接会場へお越しください）

午前（午前9時～10時30分） 午後（午後1時30分～3時）

５月27日（金）保健センター 保健センター

５月30日（月）石部保健センター

５月31日（火）保健センター

６月１日（水）サンヒルズ甲西 サンヒルズ甲西※

６月２日（木）保健センター

６月３日（金）菩提寺まちづくりセンター

６月６日（月）保健センター

６月９日（木）石部保健センター 石部保健センター

６月10日（金）石部保健センター※

６月13日（月）保健センター 保健センター

各会場に下記の時間番号札を出し、その順番で受付を行います。
　午前：午前８時30分～10時30分
　午後：午後１時～３時
※�印のついた日程にはポルトガル語・スペイン語の通訳がありま
す。別日程で通訳を希望する場合はご相談ください。
■�手話通訳　希望日の１か月前までに社会福祉課または保健セン
ターへお申し込みください。FAXでの申し込みをご希望の人に
は、専用用紙を送りますので、氏名・住所・生年月日・FAX番
号を明記して保健センターへ送信してください。

②【個別健診】医療機関一覧

生田病院 74◦8577

石部医療センター 77◦4100

岩根診療所 72◦0039

小川診療所 77◦8082

菊田医院 72◦3351

湖南労働衛生センター 75◦0180

甲西リハビリ病院 72◦2881

佐野医院 77◦8280

中村医院 75◦0025

夏見診療所 72◦0015

深野内科医院 72◦9595

ふじた医院 72◦8777

菩提寺診療所 74◦1121

ほしやま内科医院 74◦8618
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平
成
23
年
4
月
1
日
付

市
職
員
の
人
事
異
動

　

4
月
1
日
付
で
17
人
の
新
規
採
用
者
を
含
む
職
員
1
6
3
人
の

人
事
異
動
を
行
い
、
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。【
課
長
級
以
上
。

太
字
が
異
動
者
】

�

問
総
務
課
︹
東
庁
舎
︺　

71
◦
2
3
1
2

議
会
事
務
局

局
長�

内
山　
　

肇

総
務
部

理
事�

岡
田
茂
一
郎

部
長�

谷
口　

繁
弥

市
長
公
室
長
（
兼
）
危
機
管
理

統
括
室
長�

倉
田　

幸
夫

次
長�

小
島　

文
彦

財
政
監
（
兼
）
財
政
課
長

�

岡
本　

隆
一

秘
書
広
報
課
長�

永
坂　

茂
美

総
務
課
長�

千
代　

傳
男

企
画
・
ま
ち
づ
く
り
課
長

�

初
宿　

文
彦

企
画
・
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
統
括
室
長

�

山
本　

嘉
博

管
財
契
約
課
長�

西
尾　
　

孝

人
権
政
策
課
長�

緩
利　

哲
也

市
民
生
活
部

部
長�

菅
沼　

正
治

次
長�

三
善
正
二
郎

財
源
対
策
監�

柴
田　

恵
市

市
民
課
長�
増
田　

義
行

保
険
年
金
課
長�
髙
岡　

愛
子

税
務
課
長�
前
田　

研
司

環
境
課
長�

前
川　

秀
明

安
心
安
全
課
長�

小
島　

康
裕

市
民
生
活
課
長�

浅
海　

弘
美

健
康
福
祉
部

部
長�

井
上　

利
和

次
長�

中
村　

善
司

少
子
高
齢
福
祉
監�

奥
村　
　

明

医
療
政
策
監
（
兼
）
地
域
医
療

推
進
課
長�

三
大
寺
芳
昭

社
会
福
祉
課
長�

芦
田　

伝
男

高
齢
福
祉
介
護
課
長

�

木
田　

頼
子

子
育
て
支
援
課
長�

上
里　

弥
生

健
康
政
策
課
長
（
兼
）
保
健
福

祉
課
長�

大
角　

勝
一

産
業
建
設
部

部
長�

青
木　

小
司

次
長�

髙
橋　

竹
治

産
業
振
興
監
（
兼
）
農
業
委
員

会
事
務
局
長�

眞
野　

常
雄

上
下
水
道
監�

中
川　

弘
史

建
設
課
長�

山
本　
　

稔

都
市
住
宅
課
長�

下
村　

常
明

農
林
振
興
課
長�

園　

喜
久
夫

商
工
労
政
課
長�

望
月　

敬
吾

上
下
水
道
課
長�

青
木　

義
文

出
納
局

局
長�

新
海　

善
弘

会
計
課
長�

野
畑　

弘
子

教
育
部

理
事
（
兼
）
図
書
館
長

�

宮
治　

正
男

部
長�

髙
田　
　

薫

次
長
（
兼
）
教
育
総
務
課
長

�

堀
田　

繁
樹

技
監�

久
岡　

久
司

文
化
ス
ポ
ー
ツ
監
（
兼
）
生
涯

学
習
課
長�

中
川　

正
己

学
校
教
育
課
長�

小
野
田
文
雄

人
権
教
育
課
長�
林　
　

明
美

３
月
31
日
付
け
退
職
者
（
課
長
級
以
上
）

西
澤　

崇

�

（
総
務
部
理
事
）　

井
後　

良
紀�

（
市
民
生
活
部
長
）

山
本　

治
夫�

（
管
財
契
約
課
長
）

早
川　

利
次�

（
市
民
生
活
課
長
）

下
村　

新
哉�

（
上
下
水
道
課
長
）

中
邨　

哲
也�

（
学
校
教
育
課
長
）

原
野
商
法
の
二
次
被
害
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
！

消費者
悩みの相談室

問�

総
務
課
消
費
生
活
相
談
窓

口
︹
東
庁
舎
︺

　

71

◦

２
３
６
０

　

72

◦

３
３
９
０

　

35
年
前
、
職
場
で
執
拗
な
勧
誘
を

受
け
北
海
道
の
山
林
を
90
万
円
で
購

入
し
た
。
最
近
、
仲
介
業
者
か
ら
連

絡
が
あ
り
、
９
０
０
万
円
で
購
入
希

望
者
が
い
る
の
で
測
量
・
杭
打
ち
の

費
用
70
万
円
を
振
り
込
ん
で
欲
し
い

と
い
わ
れ
、
振
り
込
ん
だ
。
翌
日
、

現
地
が
ぬ
か
る
ん
で
い
て
杭
打
ち
が

で
き
な
い
と
言
わ
れ
、
追
加
費
用

１
５
０
万
円
を
振
り
込
ん
だ
。
娘
に

は
だ
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
た
が
・
・
・（
80
歳
代
女
性
）

　

原
野
商
法
と
は
、
ほ
と
ん
ど
価
値

が
な
く
将
来
の
値
上
が
り
の
見
込
め

な
い
土
地
を
、
値
上
が
り
す
る
か

の
よ
う
に
偽
っ
て
売
り
つ
け
る
商

法
で
、
１
９
６
０
年
代
か
ら
80
年
代

に
被
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
以
前
に

土
地
を
購
入
し
た
顧
客
の
リ
ス
ト
が

今
で
も
事
業
者
間
で
出
回
り
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
訪
問
販
売
や
電
話

勧
誘
販
売
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
「
土
地
の
測
量
を
し
な
い
と
売
却

で
き
な
い
」、「
高
額
で
売
却
す
る
た

め
に
は
広
告
を
出
す
必
要
が
あ
る
」

な
ど
と
言
っ
て
契
約
さ
せ
、
高
額
な

測
量
代
や
広
告
費
、
手
数
料
な
ど
を

請
求
す
る
も
の
で
す
。
過
去
に
原
野

商
法
で
買
っ
た
土
地
は
、
固
定
資
産

税
も
か
か
ら
な
い
よ
う
な
価
値
の
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
よ
う
な

原
野
や
山
林
に
測
量
や
造
成
工
事
、

広
告
な
ど
の
費
用
を
か
け
て
も
、
業

者
の
言
う
よ
う
に
売
れ
る
見
込
み
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
業
者
の

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
信
用
せ
ず
、
現

地
の
自
治
体
に
課
税
評
価
額
を
確
認

し
た
り
、
実
際
の
土
地
の
売
買
状
況

な
ど
に
つ
い
て
地
元
の
不
動
産
業
者

に
問
い
合
わ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
慎

重
に
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
回
の
事
例
の
場
合
、
現
地
の
自
治

体
と
連
絡
を
取
り
、
仲
介
業
者
か
ら

連
絡
が
あ
っ
た
時
季
の
北
海
道
の
山

林
は
雪
に
埋
も
れ
、
杭
打
ち
や
測
量

が
で
き
る
状
態
で
は
な
い
と
確
認
し

ま
し
た
。
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行
政
改
革
レ
ポ
ー
ト

　

き
ら
め
き
湖
南
を
め
ざ
し
て
!

～
指
定
管
理
者
に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
～

　

市
で
は
、
指
定
さ
れ
た
団
体
な

ど
が
公
共
施
設
の
管
理
運
営
を
行

う
指
定
管
理
者
制
度
を
、
湖
國

十
二
坊
の
森
（
十
二
坊
温
泉
ゆ
ら

ら
）、学
童
保
育
所
、総
合
体
育
館
、

文
化
ホ
ー
ル
な
ど
私
た
ち
に
身
近

な
施
設
で
平
成
18
年
か
ら
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
施
設
の

管
理
運
営
を
よ
り
一
層
図
る
た

め
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設

に
お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す

る
指
針
に
基
づ
き
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
は
?

　

指
定
管
理
者
に
よ
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
当
た
り
、
条
例
、

規
則
お
よ
び
協
定
な
ど
に
基
づ
い

て
、
適
切
か
つ
確
実
に
行
わ
れ
て

い
る
か
を
確
認
す
る
手
段
の
こ
と

で
す
。

■�

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
方
法

①
各
四
半
期
報
告
書
の
確
認

　

指
定
管
理
者
か
ら
３
か
月
ご
と

に
、
利
用
状
況
な
ど
の
報
告
を
受

け
確
認
を
行
い
ま
す
。

②�
施
設
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　

利
用
者
の
意
見
、
要
望
な
ど
を

把
握
し
、
施
設
の
管
理
・
運
営

の
改
善
に
役
立
て
る
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
箱

を
市
内
14
か

所
の
施
設
に

設
置
し
、
集

計
結
果
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

③
施
設
実
地
調
査
の
実
施

　

指
定
管
理
施
設
の
管
理
運
営
業

務
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
定

期
的
に
実
地
調
査
を
し
て
い
ま

す
。

④
事
業
報
告
の
審
査

　

前
年
度
の
事
業
報
告
書
（
収
支

決
算
な
ど
）
の
管
理
運
営
業
務
の

審
査
を
し
て
い
ま
す
。

⑤
業
務
総
括
評
価
の
チ
ェ
ッ
ク

　

毎
年
度
終
了
後
、
施
設
ご
と
に

管
理
運
営
業
務
が
各
協
定
書
な
ど

に
基
づ
き
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
を
確
認
し
ま
す
。

問
財
政
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
4
0

　

72
●
3
3
9
0

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　

子
育
て
家
庭
は
、
い
ざ
と
い
う

時
に
子
ど
も
を
預
か
っ
て
く
れ
る

人
が
い
る
と
安
心
で
す
。﹁
子
育

て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
﹂﹁
子

ど
も
が
大
好
き
！
子
育
て
の
お
手

伝
い
を
し
た
い
﹂。
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
ん
な

気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
人
が
会
員

と
な
っ
て
、
育
児
の
相
互
援
助
を

地
域
で
一
緒
に
行
う
会
員
組
織
で

す
。
入
会
に
関
す
る
説
明
・
登
録

は
、
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

湖
南
市
高
齢
者
24
時
間
対
応
型

安
心
シ
ス
テ
ム
は
、
お
年
寄
り
の

毎
日
の
暮
ら
し
に
安
心
を
お
届
け

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
住
み
慣
れ

た
湖
南
市
で
安
心
し
て
暮
ら
し
た

い
と
い
う
願
い
に
応
え
る
た
め
、

お
年
寄
り
の
健
康
を
24
時
間
体
制

で
見
守
り
、
緊
急
時
に
は
ボ
タ
ン

を
押
す
だ
け
で
迅
速
な
対
応
を
可

能
に
し
ま
す
。

お
年
寄
り
を
24
時
間
見
守
る
安
心
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

ま
た
、
医
療
や
介
護
の
専
門
職

が
常
駐
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
月
１
回
の
お
元
気
コ
ー
ル
や
、

健
康
や
生
活
に
関
す
る
相
談
の
受

け
付
け
な
ど
も
あ
り
、
離
れ
て
暮

ら
す
家
族
の
皆
さ
ん
も
安
心
で
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■�
対
象
者　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
な
ど
で
協
力
員
の
確
保
が

で
き
る
人

■�

対
象　

市
内
在
住
で
、
子
ど
も

を
預
か
っ
て
ほ
し
い
人
、
子
ど

も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
人

■�

申
込
方
法　

印
鑑
を
持
っ
て
問

へ
。

◎�

現
在
、
子
育
て
中
の
人
か
ら
子

育
て
を
終
え
た
人
ま
で
、
20
歳

代
か
ら
60
歳
代
の
幅
広
い
年
代

の
会
員
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問�

湖
南
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
︹
平
和
堂
甲
西

中
央
店
３
階
︺

　

71
◦
4
6
4
7

　

71
◦
4
6
6
2

問
高
齢
福
祉
介
護
課
︹
東
庁
舎
︺

　

71
◦
2
3
5
6

　

72
◦
3
7
8
8
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日本赤十字社
社資募集の
お願い

あなたの善意が赤十字
活動を支えます
　５月は「赤十字社員増強運
動月間」です。日本赤十字社
は、人道・博愛・奉仕を旗印
に、世界平和と人類福祉増進
のため、地域に根ざした幅広
い活動を行っています。また、
災害時の救護活動も行ってい
ます。
　今年も、区や赤十字奉仕団
を通じて社資の募集を行いま
すのでご協力をお願いします。

問�日本赤十字社湖南市地区（湖南

市社会福祉協議会） 72●4102

湖
南
市
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
制
度

■
支
援
内
容

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
回
数

券
２
冊
︵
30
回
分
︶

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
︵
顔

写
真
付
き
︶の
無
料
交
付
︵
１

回
限
り
︶

■
対
象

　

�

市
内
在
住
で
満
70
歳
以
上
の

人
■
手
続
方
法

　

甲
賀
警
察
署
で
運
転
免
許
証

の
取
消
申
請
を
し
た
後
、
90

日
以
内
に
次
の
必
要
な
も
の
を

持
っ
て
安
心
安
全
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

・�

申
請
に
よ
る
運
転
免
許
証
取

り
消
し
通
知

・�

取
り
消
し
を
受
け
た
運
転
免

許
証

・
印
鑑

※�

警
察
署
で
の
運
転
免
許
証
の

取
消
申
請
に
は
有
効
期
限
の

残
っ
て
い
る
免
許
証
と
印
鑑

が
必
要
で
す
。

問�

安
心
安
全
課
︹
東
庁
舎
︺

　

71

◦

２
３
２
５

　

72
◦
２
0
0
0

住所異動や
各種届け出を忘れずに！
　各種届出について必要なものをお知らせします。届け出を忘れ
ると、法により罰せられることがありますのでご注意ください。
問�市民課〔東庁舎〕 71● 2323　市民生活課〔西庁舎〕　 77● 7005

　戸籍の届出をするときや住所の異動届をするとき、住民票や戸
籍謄抄本、所得・課税（非課税）証明書、納税証明書など各種証
明書の交付申請をするときに本人確認をしています。
本人確認書類
①�運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード（写真付き）、外
国人登録証明書などの国または地方公共団体の機関が発行した
写真付きの書類

②�健康保険証、年金手帳、介護保険証、住民基本台帳カード（写
真なし）などの書類のうち２点

※代理人が届け出をするときは、本人の委任状が必要です。

本人確認にご協力ください

出生届 死亡届 婚姻届 転出届 転入届 転居届
届出人の印鑑 ○ ○ ○ ○ ○ ○
届出人の本人確認書類
（運転免許証など） ○ ○ ○ ○ ○ ○

戸籍謄本（本籍地が湖
南市の場合は不要） ○

母子手帳 ○
転出証明書 ○
国民健康保険被保険者
証（加入者のみ） ○ ○ ○ ○ ○ ○

後期高齢者医療被保険
者証（加入者のみ） ○ ○ ○ ○ ○

介護保険被保険者証
（加入者のみ） ○ ○ ○ ○ ○

届出期間
生まれた日
から14日以
内

死亡の日か
ら７日以内

届出日が婚
姻日になり
ます

転出（予定）
日のおおよ
そ14日前か
ら転出後14
日以内

転入してか
ら14日以内

市内で住所
を変えた日
から14日以
内

　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
が
全
国
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
こ
う
し
た
交
通
事
故
の
増
加
を
防
止
す
る
た
め
、
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
70
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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人

権
シ

リ

ー

ズ

の
月

予
定

5各
種
団
体
役
員
向
け
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
講
習
会

　

湖
南
市
体
育
指
導
委
員
会
で
は

各
種
団
体
を
運
営
す
る
立
場
の
人

を
対
象
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
P
T
A
や

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
企
画

検
討
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

■
日
時　

５
月
14
日（
土
）

 

午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　

総
合
体
育
館

■ 

種
目　

キ
ン
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ヂ

ビ
ー
、
お
じ
ゃ
ビ
ン
ゴ
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
。
じ
ゃ
ん
け

ん
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
。

体
指
と
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

■
日
時　

５
月
20
日（
金
）

 

午
後
７
時
～
９
時

■
場
所　

石
部
中
学
校
体
育
館

問
生
涯
学
習
課
〔
西
庁
舎
〕

 

77
◦
7
0
4
5　

 

77
◦
6
2
5
3

～
5
月
は
滋
賀
県
児
童

福
祉
月
間
で
す
～

　

5
月
5
日
の
こ
ど
も
の
日
か
ら

1
週
間
は
、
児
童
に
対
す
る
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た
め
の
児
童
福

祉
週
間
と
さ
れ
、
さ
ら
に
５
月
は

強
調
月
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
皆
さ
ん
は
国
連
の
『
子

ど
も
の
権
利
条
約
』
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
日
本
は
１
９
９
４
年

に
批
准
し
て
い
て
、
こ
の
条
約
で

い
う
「
子
ど
も
」
と
は
、
児
童
よ

り
は
範
囲
が
広
く
、
18
歳
未
満
の

人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
条
約
に

は
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
も
差
別

さ
れ
な
い
、
生
ま
れ
た
ら
す
ぐ
に

登
録
さ
れ
て
国
籍
や
名
前
を
持
つ

権
利
が
大
前
提
と
し
て
あ
り
、
大

別
す
る
と
４
つ
の
権
利
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

①
生
き
る
権
利

　

医
療
に
関
わ
る
環
境
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
で
防
げ
る
病
気
や

災
害
な
ど
で
命
を
奪
わ
れ
な
い

こ
と
、
病
気
や
け
が
を
し
た
ら
治

療
を
受
け
ら
れ
る
権
利
な
ど
を

い
い
ま
す
。

②
育
つ
権
利

　

適
切
な
教
育
が
受
け
ら
れ
、
そ

し
て
休
む
こ
と
も
遊
ぶ
こ
と
も
で

き
る
権
利
で
す
。
大
人
に
押
し
付

け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
の
考
え
や
信
じ
る
こ
と
の
自

由
が
守
ら
れ
、
自
分
ら
し
く
育
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
思

い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
守
ら
れ
る
権
利

　

社
会
保
障
を
確
実
に
受
け
る
だ

け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
虐
待
、
非

人
道
的
で
違
法
な
児
童
労
働
な
ど

に
よ
る
搾
取
や
戦
争
か
ら
子
ど
も

た
ち
が
守
ら
れ
る
、
特
に
障
が
い

が
あ
る
、
少
数
民
族
、
難
民
、
病

気
で
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
少

数
派
の
立
場
に
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
権
利
で
す
。

④
参
加
す
る
権
利

　

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
意
見
を

表
し
た
り
、
集
ま
っ
て
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
っ
た
り
、
自
由
な
活
動
が

で
き
る
権
利
で
す
。

　　

こ
の
機
会
に
一
度
、『
子
ど
も

の
権
利
条
約
』
を
読
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち
の
目
線
に

立
っ
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
大
切
に

■�日時　①５月11日（水）・18日（水）
　午後６時30分～７時30分
　②５月19日（木）・26日（木）
　午後２時30分～３時30分
■場所　①甲西イトマンスイミングスクール
　②十二坊温泉ゆらら
■対象　市内在住・在勤で40歳以上の人
■定員　各30人
■参加料　１回100円
■講師　①藤田恭子さん　②西野知恵子さん
■�持ち物　水着、スイミングキャップ、バスタオル
■�申込方法　５月18日（水）までに参加希望の会
場へ直接申し込んでください。
　①甲西イトマンスイミングスクール　 72◦2612
　②十二坊温泉ゆらら　 72◦8211
問湖南市体育協会〔石部文化総合センター〕
　 77◦3356　 77◦3227

　いろんなスポーツや遊びを楽しみたい子どもた
ち集まれ。
■期間　５月～平成24年３月（年間20回）
■場所および対象
　三雲小学校　　３～６年生
　菩提寺小学校　４～６年生
　三雲東小学校　１～６年生
■活動時間　月曜日午後３時30分～５時
※三雲東小学校は日曜日午前10時～11時30分
■定員　各30人
■参加費　1,100円（保険料含む）

問湖南市ちょいスポクラブ事務局〔総合体育館〕
  ・ 72◦0306

ちょいスポキッズ
スポーツプログラム

初めての水中運動体験教室

子どもゆめ基金
（独立行政法人国立青少年教育振興機構）助成活動
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みなさんの思いを届けました
災害支援物資を岩手県釜石市へ

　4月14日に第2便も無事釜石市へ搬送
いたしました。ご協力いただいた市民の
皆さん、本当にありがとうございました。

▲3月27日〜4月10日 支援物資の受け付け（総合体育館）

▲4月7日　第１便積み込み（861箱）

▲4月8日　出発式　（市役所東庁舎）

▲4月9日　野田釜石市長（左）に物資を手渡し

▲釜石港支援物資テントに搬入

　3月27日から４月10日まで市民の皆さんから受け付けた東日本大震災の被災地への災害支援物資の第１
便を、４月９日に岩手県釜石市へ届けました。
　皆さんから寄せられ、多くのボランティアの手によって仕分けられた支援物資は合計で1073箱。滋賀
県トラック協会の協力により、２便に分けて現地に搬送しました。
　現地では、厳しい現実と向き合う釜石の皆さんに15トントラック満杯の物資を手渡し、遠い空の下、少
しでも力になれるようにとご協力いただいた湖南市民の皆さんの思いを伝えさせていただきました。
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愛 ド ル大募集　どしどしご応募ください。愛 ド ル大募集　どしどしご応募ください。

　大地と紗來はいつも一緒。
　時にはけんかもするけれど
　二人の間には笑顔がいっぱい。
　今日もわたしたちに幸せをありがとう！

安明さん・寛子さん（湖南団地中）

　保育園や幼稚園での子ども
たちのとっておきの会話を紹
介するコーナー。

　園庭のすみっこでみつけたつぼみ
Ａちゃん「あ、こんなところにチューリップ！」
Ｂちゃんはつぼみをそっと開いて　
Bちゃん「ここに、おやゆび姫がいるねんで」
一瞬、ほんわかした空気に包まれました。

中本　大
だ い ち

地 ちゃん 2歳・紗
さ ら

來 ちゃん １歳

３歳児

今
こ
こ
で
で
き
る
こ
と
を

●
北
山
台
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

4
月
10
日
、
北
山
台
で
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
地
域
で
は
例
年
こ
の
時
期
に
桜
ま
つ
り

を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
震
災
を

受
け
自
粛
と
の
案
も
出
ま
し
た
が
、
こ
う

い
う
と
き
こ
そ
何
か
で
き
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
、
復
興
支
援
の
集
い
と
名
付
け
て

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　今月は岩根保育園です。

　

通
常
、
こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
売

り
上
げ
か
ら
仕
入
れ
値
な
ど
を
差
し
引
い

た
利
益
を
義
援
金
と
し
ま
す
が
、
今
回
の

集
い
で
は
売
上
金
全
額
を
提
供
。
さ
ら
に

当
初
の
桜
ま
つ
り
の
予
算
や
当
日
の
募
金

箱
と
合
わ
せ
て
55
万
円
あ
ま
り
を
義
援
金

と
し
て
日
本
赤
十
字
社
に
届
け
ま
し
た
。

　

区
長
の
田
中
さ
ん
は
﹁
大
勢
の
人
に
来

て
い
た
だ
い
て
大
成
功
の
う
ち
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
役
員
と
し
て
今

ま
で
の
事
業
を
単
に
継
続
し
て
い
く
だ
け

で
な
く
、
時
勢
に
合
っ
た
対
応
が
で
き
て

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
﹂
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
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　1911年（明治44年）４月生まれの宮
本千代藏さんが、100歳の誕生日を迎
えられました。
　いつまでもお元気で、長生きしてく
ださい。

アール・ブリュット
「生（き）の芸術」を
感じてください

No.35

　今回は、アール・ブリュットの普及に取り組んでいる牛谷
正人さんをご紹介します。アール・ブリュットは、正規の美
術教育を受けずに制作された芸術作品であり、その多くが何
らかの「障がい」を持つ人の作品です。
　牛谷さんは、社会福祉法人オープンスペースれがーと（西
峰町）の副理事長であり、昨年パリで開催されたアール・ブ
リュット・ジャポネ展の実行委員も務めています。平成13年、
知的障がい者の福祉施設バンバンを開設した当初から、絵画
を主とした表現活動を施設利用者の作業活動に取り入れてき
ましたが、毎日作業として描いていると結果としていい作品
が減っていくと感じ、平成16年ごろからは、デイサービスの
土曜日プログラム「アトリエ活動」として月２回活動してい
ます。
　「アール・ブリュットは、絵画だけでなく、陶芸や木工など
いろいろな表現方法があり、作品の素材もセロテープやダン
ボールなど自由にいろいろなものが使われています。制作に
取り組む姿勢も人それぞれで、自分の内なるものを表現した
り、自分なりのテーマを持つ人もいれば、雑誌などを見て題
材のヒントを選ぶ人もいます」と制作背景や技法の多様性を
話す牛谷さん。今回、市と協働で行う「アール・ブリュット
のあるまちづくり事業」で初めてアール・ブリュットに触れ
る市民の皆さんへのメッセージとして「アール・ブリュット
の奥深さ、おもしろさを人それぞれに感じてください。作品
を見た人が自分の中にも同じ感性を感じたり、表現をしてみ
たいと触発されたりする広がりがあってもいいし、ひとつひ
とつの作品を施設で制作されたとか作者に障がいがあるとか

という枠をはめず
に味わってほしい。
これからも障がい
のある人が人とし
て輝き認知される
ジャンルのひとつ
として表現活動に
取り組んで行きた
い」と話していま
した。

牛谷　正人さん

ご長寿おめでとうございます

今年もがんばるぞ！
スポーツ少年団入団式

新たなキャラクター
あすなろちゃん誕生

　４月２日、総合体育館で平成23年度
湖南市スポーツ少年団入団式が開催さ
れ、全27チーム500人余りの子どもた
ちが集まりました。東日本大震災にか
かる支援物資収集の関係で入場行進が
簡略化されましたが、多くの仲間たち
が一堂に会した会場では、単位団ごと
に一年の抱負を述べお互いの健闘を誓
い合っていました。

　このたび、菩提寺北小
学校にイメージキャラ
クターが誕生しました。
　学校支援地域ボラン
ティア「あすなろ応援
団」が募集したもので、

約50点の応募作品の中から同小のシン
ボルツリーあすなろの種をモチーフに
した手嶋朋子さんのあすなろちゃんが
選ばれました。
　今後、同小の行事などでの活躍に期
待が高まります。

宮本　千代藏さん　100歳

▲東庁舎に展示中のアール・ブリュット作品
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やしま教養講座
■�生活編

71◦2560　　 71◦2561
柑子袋まちづくりセンター

定 員
30人
全５回

回 開催日 時　間 内　容

1 5 月31日（火） 午前10時～正午 講話　ワークショップ
みんなでよいものさがし

2 6 月28日（火） 午前 9時～午後 4時30分 館外研修　ブルーメの丘

3 7 月 5 日（火） 午前 9時30分～午後 0時30分
実習　自然の恵みと素
　材の味を大切に

4 9月13日（火） 午前9時30分～正午 実習　地産地消で食の
　工夫を

5 11月15日（火） 午前 9時30分～午後 0時30分 実習　エコクッキング

■�園芸編

定 員
30人
全３回

回 開催日 時　間 内　容
1 5 月23日（月）

午前10時～正午
実習　春の寄せ植え

2 10月17日（月） 実習　秋の寄せ植え
3 12月12日（月） 実習　冬の寄せ植え

■�体験編
ふわふわ原毛で作品づくり

定 員
15人
全１回

回 開催日 時　間 内　容

1 6 月21日（火） 午前 9時30分～正午
実習　保冷保温の効く
　ペットボトル入れを
　作ろう

手まりづくり

定 員
10人
全２回

回 開催日 時　間 内　容
1 7 月 6 日（水） 午後 1時～ 3時30分 実習　手づくりならで

　はのやさしさを2 7月13日（水）

草木染め

定 員
30人
全２回

回 開催日 時　間 内　容

1 10月18日（火）
午前10時～正午

実習　素材を探しに行
　こう

2 10月25日（火） 実習　�麻スカーフ染め

■あいいろ学級

75◦0011　　 75◦4491
下田まちづくりセンター

定 員
25人
全７回

回 開催日 時　間 内　容

1 5 月26日（木） 午前 9時30分～
11時30分

鑑賞　フルートの音色
　に誘われて…

2 6月 9日（木） 実技　フォークダンス
3 6月30日（木） 午前 9時～午後 2時 館外研修　石山寺

4 9月15日（木）

午前 9時30分～
11時30分

実技　わたしが作るハ
　ンドメイド作品

5 10月 6 日（木） 講話　身近にできる温
　暖化対策

6 11月30日（水） ワークショップ　
カラーを生かしたポジティブ思考

7 12月22日（木） 実技　クリスマスアレン
　ジメントフラワー

※申込締切は 5月18日（水）です。

■岩根きらめき学級

72◦7871　　 72◦7872
岩根まちづくりセンター

定 員
25人
全７回

回 開催日 時　間 内　容

1 6 月 2 日（木）

午前 9時30分～
11時30分

講話・実技
『つながる』～わたしの「学
び」と「ボランティア」～

2 6 月30日（木） 実技　コーディネーショ
　ン運動

3 7月21日（木） 実技　かんたん自分史
　づくり

4 9月 4日（日） 午前 7時～10時 実技　湖南市総合防災
　訓練への参加

5 9月29日（木） 午前 9時～午後 3時30分
館外研修　近江八幡市
（陶芸体験ほか）

6 10月20日（木）
午前 9時30分～

11時30分

実技　押し花を使った作
　品づくり

7 12月7日（水） 実技　「ほめる」体験・「ほ
　められる」体験

※申込締切は 5月26日（木）です。

■大成笑
しょうがっこう

学校

定 員
20人
全６回

回 開催日 時　間 内　容

1 5 月26日（木） 午前 9時30分～11時30分
鑑賞　フルートの音色
　に誘われて…

2 6月23日（木） 午前 9時～午後 2時 館外研修　あいとうマー
　ガレットステーション

3 7月 5日（火）

午前 9時30分～
11時30分

鑑賞・実技　ちびっこ
　園児と楽しいひとと
　きを…

4 9月20日（火） 実技　トールペイント

5 11月15日（火）
講話　私は大丈夫！？甘
　い罠に陥らないため
　に…

6 12月20日（火） 実技　お正月の寄せ植え
※申込締切は 5月18日（水）です。
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�1 KONAN  �011.5

まちづくりセンター講座平成23年度
■�対象　市内在住または在勤で、開催回数の８割以上出
席できる人
■�申込方法　５月２日（月）受付開始。申込書を最寄りの
まちづくりセンター、市民学習交流センターへ（FAX
可）。各講座とも定員になり次第締め切ります。

※�申込書は各まちづくりセンター、市民学習交流セン
ターに備え付けています。
※申込者が少ない場合は中止することがあります。
※材料代・館外研修での入場料などは別途必要です。

■成人学級「ヨガ講座」

77◦0003　　 77◦0015
石部まちづくりセンター

定 員
15人
全４回

回 開催日 時　間 内　容
1 5 月31日（火）

午後 1時30分～
3時30分

実技　ヨガの基本
2 6月14日（火） 実技　ヨガ 1
3 6 月28日（火） 実技　ヨガ 2
4 7 月12日（火） 実技　ヨガ 3

■�リフレッシュ学級

・ 77◦2535
石部南まちづくりセンター

定 員
25人
全５回

回 開催日 時　間 内　容
1 6 月15日（水）午前 9時～正午 実技　こけ玉づくり
2 7月 6日（水）午前 9時～午後 3時 館外研修　長浜市
3 9月28日（水）午前 9時～11時 実技　寄せ植え
4 10月19日（水）午前10時～正午 実技　寄せ植え
5 11月30日（水） 実技　防災教室

■�楓学級
定 員
25人
全４回

回 開催日 時　間 内　容

1 6 月 3 日（金） 午前10時～正午 防災実技
起震体験・緊急対応

2 7月11日（月） 午前 9時～
午後 1時30分

実技　料理教室
3 9月12日（月） 実技　料理教室

4 10月21日（金） 午前 9時～午後 2時 閉講式・館外研修
ゆば体験

■地球はともだち講座④〜植物編〜
72◦3762　　 72◦6551

中央・水戸・三雲まちづくりセンター

回 開催日 時　間 内　容

1 5 月30日（月）

午前 9時～午後 2時

見学　守山ばらハーブ園ほか
定員30人

2 6 月23日（木）
見学
あいとうマーガレットステーションほか
定員15人

3 6 月30日（木） 見学　石山寺
定員10人

4 9 月21日（水） 見学　日野ダリア園ほか
定員16人

■パソコン講座�初級編

72◦4532　　 71◦2636
三雲まちづくりセンター

定 員
15人
全６回

回 開催日 時　間 内　容

1 6 月 6 日（月）

午後1時30分～4時

実技　第１章
Wordの基礎知識

2 6月13日（月） 実技　第２章
文字の入力

3 6月20日（月） 実技　第３章
文書の作成

4 6月27日（月） 実技　第４章
表の作成

5 7月 4日（月） 実技　参考学習
クリップアート、ワードアート

6 7 月11日（月） 実技　総合練習
※テキスト代1,200円が必要。パソコンを持っていない人も参加できます。

■ときめき学級

74◦3471　　 74◦4005

菩提寺まちづくりセンター
定 員
20人
全７回

回 開催日 時　間 内　容
1 6 月23日（木） 午前 9時30分～

11時30分
実習　ハーブの寄せ植え

２ 7月14日（木） 講話・実技　ウォーキング

３ 8月 4日（木） 午前 9時30分～午後 1時30分 実習　ハーブを使った料理

４ 9月22日（木） 午前 9時～午後 4時 館外研修　愛荘町
５ 10月 6 日（木）

午前 9時30分～
11時30分

実習　ちぎり絵

6 11月30日（水） ワークショップ　
カラーを生かしたポジティブ思考

7 12月27日（火） 実習　フラワーアレンジメント

■生活習慣病予防と改善講座

75◦8190　　 75◦8192
水戸まちづくりセンター

回 開催日 時　間 内　容

1 6 月28日（火） 午前10時～午後 1時 講話・実技　食事編
栄養バランスのとれた食事

2 7 月26日（火） 午前10時～11時30分 実技　運動編
適度な運動

3 9月21日（水） 午前 9時～午後 2時
見学
リラクゼーション編
気分転換　日野ダリア園

定 員
16人
全３回

※申込締切は 5月24日（火）です。

※各回別個に申し込みを受け付けます。



　
口座振替日・納期限
�5月31日（火）

21日（土）午前8時30分〜午後5時15分

●国民健康保険税（第２期）
●固定資産税（第１期）
●軽自動車税（全期）
●介護保険料

●保育料
●住宅使用料
●水道料金
●下水道使用料

今月の納税など

今月の休日納税相談日

税務課〔東庁舎〕 71◦ 2320　 72 ◦ 2460
※毎週火・木曜日は、午後７時まで納税相談を行っています

問　環境課〔東庁舎〕 71◦2358　 72◦2201

◎譲ります
●学習机（いす付）　●キッチン用品
●ベビーシート

◎譲ってください
●日枝中女子制服
●日枝中体操服一式　●工業用ミシン
●子ども用スキーセット一式
●女性用ショートスキー板・スキー靴(24～24.5㎝)
●三雲幼稚園体操服(100～110㎝)
●ワープロ（シャープ書院）　●ろ過器（90cm程度水槽用）
※�交換の交渉は、譲りたい人と譲ってほしい人の間で直接行っ
ていただきます。その際、連絡先の電話番号を相手方にお伝
えすることになりますのでご了承ください。

今月の休日開所日

22日（日） 午前９時～午後４時まで受付

今月の「粗大ごみ」戸別収集日

申込期限 収集日

６日（金）午前中 10日（火）

20日（金）午前中 24日（火）

27日（金）午前中 31日（火）

６月３日(金)午前中 ６月７日（火）

交換銀行

　リサイクルプラザは、燃えないごみ、粗大ごみを処理する
施設です。
　「粗大ごみ」などの受付は、平日の午前９時～午後４時です。
　この時間帯に搬入できない人は、今月の「休日開所日」を
利用してください。

※�「粗大ごみ」戸別収集の申し込みは、期限までの平日（執
務時間内）に電話かFAXでリサイクルプラザへ。

「粗大ごみ」を直接搬入できない人は、戸別収集をお申し込
みください。

75●3933　 75●3904
湖南市リサイクルプラザ
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扶
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扶
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あらかると情報 information
お知らせあらかると情報 information
お知らせ



地
区
計
画
案
の
縦
覧

　
「
大
津
湖
南
都
市
計
画
夏
見
地

区
地
区
計
画
」
の
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
縦
覧
を
行
い
ま

す
。
こ
の
案
に
意
見
の
あ
る
人
は

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
期
間　

5
月
9
日（
月
）～
23

日（
月
）ま
で

※
意
見
書
提
出
は
5
月
30
日（
月
）

ま
で

問�

都
市
住
宅
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
3
6

６
月
議
会
の
開
催
は
６
月

２
日（
木
）か
ら

議
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
会
初
日
は
提
案
説
明

の
み
と
な
り
、
審
議
は
６
月
９
日

（
木
）か
ら
始
ま
る
予
定
で
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
開
議
時
刻　

午
前
９
時
30
分

問�

議
会
事
務
局
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
4
7

　

72
●
2
4
9
5

公
用
自
動
車
に
広
告
を
掲

載
し
ま
せ
ん
か
？

公
用
自
動
車
側
面
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

■
掲
載
場
所　

後
部
ド
ア
の
両
面

（
２
面
）

■
掲
載
期
間　

平
成
23
年
7
月
～

平
成
24
年
３
月

■�

応
募
方
法　

５
月
９
日（
月
）～

31
日（
火
）の
間
に
申
込
書
と
必

要
書
類
を
問
へ
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。

※
応
募
資
格
、
広
告
掲
載
条
件
な

ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

管
財
契
約
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
1
3

　

72
●
2
2
0
1

平
成
23
年
度
男
女
共
同
参

画
リ
ポ
ー
タ
ー
募
集

地
域
に
根
ざ
し
た
男
女
共
同
参

画
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
男
女
共
同
参
画
リ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
、
男
女
共
同
参
画
に
興

味
が
あ
り
、
意
欲
的
に
取
り
組

む
こ
と
の
で
き
る
20
歳
以
上
の
人

■
内
容　

会
議
や
研
修
の
参
加
、

新
聞
の
作
成
、
講
座
の
企
画
な
ど

■
期
間　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
24

年
3
月
31
日
ま
で

■
定
員　

10
人
ま
で

■�

応
募
方
法　

５
月
20
日（
金
）

ま
で
に
申
込
書
を
問
へ
（
郵

送
、
F
A
X
、
E
メ
ー
ル
可
）。

※
申
込
書
は
人
権
政
策
課
、
各
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
市
民
学

習
交
流
セ
ン
タ
ー
、
各
会
館
、

み
く
も
地
域
人
権
福
祉
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問�

人
権
政
策
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
5
4

　

72
●
2
2
0
1

　

jinsei@
city.konan.shiga.jp

湖
南
市
美
術
展
実
行
委
員
募
集

平
成
24
年
１
月
に
開
催
予
定
の

湖
南
市
美
術
展
実
行
委
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
市
の
文
化
芸
術
の

発
展
の
た
め
に
あ
な
た
の
力
を
お

貸
し
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
、
本
市
ま
た
は
ほ
か
の

市
・
町
の
美
術
展
な
ど
で
３
回

以
上
入
賞
し
た
人
。
ま
た
は
同

等
以
上
の
実
績
が
あ
る
人

■
応
募
期
限　

５
月
27
日（
金
）

問�

生
涯
学
習
課
〔
西
庁
舎
〕

　

77
●
6
2
5
0

　

77
●
6
2
5
3

平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）

成
人
式
実
行
委
員
募
集

～
自
分
た
ち
の
手
で
、
自
分
た
ち
ら
し

い
「
成
人
式
」
を
創
り
ま
し
ょ
う
～

平
成
24
年
成
人
式
は
１
月
８
日

（
日
）に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

一
生
に
一
度

の
成
人
式
を
企

画
か
ら
運
営
ま

で
、
自
分
た
ち

で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

成
人
式
当
日
に
参
加
可
能
で
、

月
1
、
2
回
の
平
日
午
後
７
時
ご

ろ
か
ら
開
催
す
る
実
行
委
員
会
議

へ
参
加
で
き
る
人

■
応
募
期
限　

７
月
31
日（
日
）

問�

生
涯
学
習
課
〔
西
庁
舎
〕�

　

77
●
6
2
5
0

　

77
●
6
2
5
3

国
際
協
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

湖
南
市
国
際
協
会
で
は
、
６
月

に
実
施
す
る
交
流
フ
ェ
ス
タ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
交
流
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
料

理
・
踊
り
・
パ
ネ
ル
展
・
遊
び
・

バ
ザ
ー
・
民
族
衣
装
な
ど
、
体
験

と
交
流
を
通
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
通
年
で
、
日
本
語
教
室
や

広
報
紙
作
成
な
ど
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
協

会
の
会
員
で
な
く
て
も
、
外
国
語

が
話
せ
な
い
人
で
も
気
軽
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�

湖
南
市
国
際
協
会
〔
中
央
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
〕

　

・

71
●
4
3
3
2

普通自動車 軽自動車

募集台数 ２台 １台

規格
縦45㎝
×

横70㎝

縦30㎝
×

横50㎝

掲載料 45,000円 27,000円

あらかると情報 information
お知らせ

�� KONAN  �011.5

あらかると情報 information
お知らせ

　抱えている問題を自分だけで解決
しようとしたり、いつまでも放って
おいたりするとますます複雑になり、
解決が困難になります。できるだけ
早く弁護士に相談してください。相
談時間は１人30分で、相談は無料で
す。
■�日時　６月８日（水）　午後１時～
４時
■�場所　共同福祉施設（サンライフ甲西）
■定員　６人（先着順）
■�申込方法　５月18日（水）以降に問
へ（電話不可）。
問住民総合相談窓口〔東庁舎１階〕
　 71●2370

弁護士無料法律相談
一人で悩んでいませんか？

悩むよりまず相談してください。



　　

市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西）

75◦8190　 75◦8192

石部南まちづくりセンター
・ 77◦2535

男
女
共
同
参
画
懇
話
会
委
員
募
集

市
で
は
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
す
る
基
本
的
か
つ
総
合
的
な

施
策
を
展
開
す
る
「
湖
南
市
男
女

共
同
参
画
懇
話
会
」
の
委
員
の
う

ち
、
公
募
に
よ
る
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
20
歳
以
上
の
人

※
以
前
こ
の
公
募
委
員
と
し
て
活

動
し
た
経
験
の
あ
る
人
は
除
き

ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
多
数
の

場
合
、
現
在
す
で
に
市
の
ほ
か

の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に
な
っ

て
い
る
人
は
意
向
に
添
え
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
人
員　

５
人
以
内

■
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
25

年
３
月
ま
で
の
２
年
間

■
委
員
の
仕
事　

会
議
（
年
４
回

程
度
）
に
出
席
し
て
男
女
共
同

参
画
の
推
進
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
議
論
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

■
応
募
方
法　
「
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
関
す
る
課
題
・

抱
負
」な
ど
を
4
0
0
字
程
度
に

ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト
に
住
所
・

氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、５
月
20
日
（
金
）

〔
必
着
〕ま
で
に
問
へ
（
郵
送
、

F
A
X
、Ｅ
メ
ー
ル
可
）。レ
ポ
ー

ト
の
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
レ
ポ
ー
ト
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
者
の
な
か
か
ら
年
齢
・
性

別
・
意
見
な
ど
を
総
合
的
に
考

慮
し
て
決
定
し
ま
す
。
選
考
結

果
は
５
月
下
旬
に
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

問�

人
権
政
策
課
〔
東
庁
舎
〕

　

71
●
2
3
5
4

　

72
●
2
2
0
1

　

jinsei@
city.konan.shiga.jp

職業訓練３か月コース
OA基礎スキルアップ科
■対象　雇用保険受給資格のない人
■�日時　６月１日～８月26日の土・日曜
日を除く毎日
　午前９時10分～午後３時50分
■�場所　市民学習交流センター（サンヒ
ルズ甲西）
■�内容　ワード、エクセル、パワーポイ
ントの基礎から実践活用と就職支援
■定員　24人
■受講料　7,000円（教材費）
■申込期限　５月21日（土）
※�希望者は訓練期間中の生活保障とし
て「訓練・生活支援給付金」を受け取
ることができます。ただし受給には一
定の要件があります。詳しくはハロー
ワークの窓口でご確認ください。
問NPO法人湖南ネットしが
　 75●2500

サンヒルズぱそこん塾
　パソコンの基礎から実践応用まで自分
のペースで学べます。これからパソコン
を始める人もお越しください。
■日時　毎週土曜日
　午前10時～正午��午後７時～９時
■受講料　１時間500円
■講師　NPO法人湖南ネットしが
※�初めての人は事前に申し込んでくださ
い。

四季を楽しむ寄せ植え教室
■日時　５月20日（金）
　午後１時30分～３時
■定員　25人
■�講師　カワシマ種苗グリーンアドバイ
ザー
■受講料　2,000円（材料費）
■�持ち物　ゴム手袋、移植ごて、エプロ
ン、作品を持ち帰る箱か袋
■�申込方法　５月13日（金）までに住所、
氏名、電話番号を電話かFAXで。

パソコン初心者向け相談
（パソコンよろず工房）
� 基礎からシステムの相談までボラン
ティアメンバーが指導します。
■�日時　毎週月曜日（５月２日を除く）
　午前９時30分～11時30分
※事前に相談内容をおしらせください。

地域の大学　淡
おう

海
み

生涯カレッジ
学習テーマ「健康でイキイキ癒し生活〜
健康で生き抜くための『技』を知ろう〜」
　入門的な内容から高校での
実習、大学での専門的な講義
まで、健康に関する「知恵」
と「技」を体系的に学べます。
■�日時　６月18日～11月19日までの土
曜日〔全18回〕
　�午前９時30分～11時30分（初回のみ
午前９時～）
■�場所　石部まちづくりセンター、甲西
高校、甲南高校（甲賀市）、立命館大学
びわこ・くさつキャンパス（草津市）
■対象　18歳以上で通学可能な人
■�内容　問題発見講座（『認知症を理解
する』など）５回、実験・実習講座
（『アロマテラピー入門講座』など）５
回、理論学習講座（『遺伝情報と健康』
など）８回
※�詳しくは市ホームページに掲載してい
ます。
■�定員　30人（定員を超えたときは抽
選）
■受講料　5,000円
■�申込方法　５月２日（月）～６月３日
（金）の間に、必要事項（①氏名、②年
齢、③郵便番号、④住所、⑤電話番号、
⑥湖南校受講希望）をはがき、または
電話、ＦＡＸ、Ｅメールで問へ。

問�淡海生涯カレッジ湖南校実行委員会
（生涯学習課内）〔西庁舎〕（〒520-3195
住所記載不要）
　 77●6250　 77●6253
　 syougaku@city.konan.shiga.jp

��KONAN  �011.5

information
お知らせイベント・講座あらかると情報 information

イベント・講座あらかると情報 information



　　

有
料
広
告
欄

湖南市・甲賀市入門手話講座
　聴覚障がい者が自由に参加できる社会
には、障がいを正しく理解した市民の存
在が大切です。聴覚障がいを知り、楽し
く手話を学びましょう。
■�日時　６月７日～10月18日の毎週火
曜日（８月16日を除く）〔全19回〕お
よび実習1日（指定する日）
　午後７時～９時
■場所　サントピア水口（甲賀市）
■�対象　市内在住または在勤で、全日程
受講可能な人
■定員　30人（先着順）
■受講料　1,200円（テキスト代）
■�申込方法　５月２日（月）～19日（木）
に申込用紙を問へ（郵送、FAX可。郵
送の場合は当日消印有効）。
※�申込用紙は社会福祉課に備え付けてい
るほか、市ホームページからもダウン
ロードできます。
問�社会福祉課〔東庁舎〕（〒520-3288住
所記載不要）
� 71●2364　 72●3788

子育てリフレッシュタイム
　毎日の子育てに追われているあなた。
子どもを預けて、自由な時間を過ごして
みませんか。
■日時　６月13日（月）
　午前９時30分～正午
■場所　女性センター
■�対象　市内に在住または在勤で生後４
か月以上の未就学の子どもがいる女性
■定員　子ども10人（先着順）
■�参加費　子ども一人につき400円（保
険料含む）
■�持ち物　お茶、着替え、バスタオル、
ビニール袋など
■保育者　保育サービス「ぽっぽ」
■申込方法　月～土曜日に電話で問へ。
※�一時保育もし
ています。午
前９時～正午
の間にお問い
合わせください。
問女性センター
　 ・ 72●8588

長谷川義史「だじゃれ日本一周」
絵本原画展
2011年・第53回こどもの読書週間記念
〜Ｄ－1だじゃれグランプリ　プレイベ
ント〜
■期間　５月15日（日）まで
■�場所　石部図書館、甲西図書館、石部
文化ホールロビー、甲西文化ホール展
示室

※�石部文化ホールで
は、５月８日・15
日の日曜日にカ
フェをオープンし
ます。

※�スタンプラリー開
催！４会場�すべて
回った人に粗品を
プレゼント（先着
100人）

問�（財）湖南市文化体育振興事業団〔甲
西文化ホール〕（月曜休館）

� 72●2133　 72●7305

高齢者のための水中ウォーキング
教室
　水中での運動は、全身の
筋肉を使う効果的な有酸素
運動で、腰・膝関節疾患の
ある人にも適した運動です。
ストレッチ体操もあわせて
行います。
■�日程　５月30日、６月６日・13日・20
日・27日、７月４日・11日・25日、８
月１日・８日・22日・29日、９月５
日・12日・26日、10月３日（すべて月
曜日）〔全16回〕

■�場所　十二坊温泉「ゆらら」
■�対象　市内在住で水中運動をしたこと
がない概ね65歳以上の人

■参加費　一回650円
※レンタル水着あり（１回300円）
■申込期限　５月13日（金）
※�事前に保健師・看護師による問診があ
ります。場合によっては参加できない
こともありますのでご了承ください。

問高齢福祉介護課〔東庁舎〕
　 71●4652　 72●3788

地域まちづくりフォーラム
　住民が地域課題解決のために自ら知恵
や力を出し合い、住みよい、暮らしやす
い地域づくりを進めていく「新しい公
共」について一緒に考えましょう。
■日時　６月11日（土）
　午前９時30分～正午
■�場所　甲西文化ホール
■内容
　第１部　まちづくり協議会活動報告
　�第２部　講演「小さな自治は実現可能
か（仮）」岩崎恭典さん（四日市大学
教授）
※手話通訳あり
問企画・まちづくり課〔東庁舎〕
　 71●2315　 72●2000

まなびすと講座
菊づくりに挑戦！
　３本仕立ての大菊を
育ててみませんか（全
3回）。
■日時　第１回：５月27日（金）
　（第２回、３回目の日程は未定）
　午前10時～11時30分
■場所　柑子袋まちづくりセンター
■定員　20人（先着順）
■持ち物　４号鉢
■費用　1,500円（材料費など）
■講師　東則之さん
■�申込方法　５月13日（金）までにFAX
で問へ。
問湖南まなびすと　植中
　 74●1060

2011みんなおいでや復興チャリ
ティーコンサート
～とどけうたごえ、東北へ！～
■日時　６月４日（土）午後２時～
■場所　雨山研修館　宿場の里
■�出演　山本隆子（ソプラノ）、水野雅
子（ピアノ）、中野正行（ファゴット）
■�入場料　大人1,100円、中高生600円、
小学生以下無料（要申込）
■後援　湖南市教育委員会ほか
問NPOワイワイあぼしクラブ事務局
　 ・ 69●7741

イベント・講座あらかると情報 information

�5 KONAN  �011.5

イベント・講座あらかると情報 information



　

有
料
広
告
欄

イベント・講座
information図書館 う行こへ図書館 う行こへ

音訳ボランティア養成講座
　音訳ボランティアは、
本、雑誌、新聞などの文
章を視覚障がいを持った
人たちの目の代わりに朗
読するものです。興味のある人はぜひこ
の機会に勉強をしてみませんか。
■�日時　５月18日・25日、６月１日・15
日・29日、７月６日（すべて水曜日）
〔全６回〕
　午後１時30分～３時30分
■場所　ボランティアセンターふれあい
■�対象　市内在住で、できるだけすべて
参加できる人
■定員　10人（先着順）
問�ボランティアセンター
　 ・ 72●1523
　ボランティアセンターふれあい
　 77●6001　 77●6006

つどいの広場おおぞら
　乳幼児を持つ親子が気軽に集い、交流
できる場所として開放しています。
■開放日　火～土曜日（祝日は除く）
　午前９時～午後２時
■対象　未就園児と保護者

今月のイベント
助産師さんのお話です！
■日時　５月27日（金）
　午前10時30分～
■講師　山村初江さん（助産師）
■定員　15組（先着順）
■申込期間�　５月６日（金）～14日（土）
問NPO法人ふれあいセンター「そよ風」
　 72●6153

障がいがある人のための無料パソ
コン教室
■日時　原則として毎週金曜日、土曜日
　午後１時30分～３時30分
■場所　生活支援センターあかつき
■�内容　ワード、エクセル、メール、イ
ンターネットの基礎

■対象　市内在住で障がいがある人
※�センターに来ることができない人は、
自宅での受講も可（希望に添えない場
合もあります）。

問�生活支援センターあかつき（甲賀市水
口町暁３－44）

� � 65●4641　 65●4642

こどもの読書週間記念

中村柾子講演会

「子どもたちに物語を〜伝えたい、絵本の
楽しさ・物語の豊かさ〜」
　子どもたちが豊かに育つために、本が
あることの大切さや、どんな本を読んで
あげればいいのかなどを、保育現場での
実践を交えてお話しいただきます。
■日時　５月14日（土）
　午後２時～４時
■場所　甲西図書館
■�講師　中村柾子さん（元保育士・青山
学院女子短期大学講師）
■定員　70人（先着順）
■申し込み・問い合わせ
　両図書館カウンターへ（電話可）。

本のリサイクル
　古くなった図書館資料のうち、再利用
が可能な雑誌など約3,000冊を、市民の
皆さんに無料でお譲りします。
甲西図書館…�５月７日（土）、８日（日）、

11日（水）
石部図書館…�５月14日（土）～17日（火）
　時間／午前10時～午後６時
※図書は一人20冊まで（雑誌は制限なし）。
※石部図書館は雑誌のみ。
※児童書はありません。
※�混雑を避けるため、
午前10時から整理
券を配って入場制
限を行う場合があ
ります。

障がい児支援ボランティア養成講座
　夏休みを中心に開催している障がい児
ホリデースクールなど、障がい児を支援
するためのボランティアを養成する講座
を開催します。こ
れを機会に障がい
のある子どもに対
する理解を深めて
ください。
■�日時　第１回：５月28日（土）
　（第２回以降の日程は未定）〔全４回〕
　午後２時～４時
■申込期限　５月27日（金）
問�社会福祉協議会　 72●4102
　ボランティアセンター　 72●1523

「ＩＴサロン」（パソコン相談）
◇三雲まちづくりセンター
　日時　６月２日（木）
　午後１時30分～３時
◇ふれあいの館（石部）
　日時　５月13日（金）、６月10日（金）
　午後1時30分～３時
　インターネット接続可
◇�鳩の街市民交流スペース（平和堂石部
店２階）
　日時　５月20日（金）、６月17日（金）
　午後１時30分～３時
　インターネット接続可
◇�市民学習交流センター（サンヒルズ甲
西）
　日時　５月27日（金）、６月24日（金）
　午後１時30分～３時
　インターネット接続可
※�申込不要、パソ
コン持込可
※�ほかにも困り事
などがあれば気
軽にご連絡くだ
さい。
問�NPO法人パソフレ
� 谷� 75●0063　鈴木� 75●5466
� � http://www.pasofure.org/
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図書館 う行こへ図書館 う行こへ

● ● ■ ■
● ● ■
● ● ■
● ● ● ● ●
● ●

●：甲西図書館のみ休館（月・火曜日、特別蔵書点検期間）
■：石部図書館のみ休館（水曜日、祝日）
●：両館とも休館
※ ゴールデンウィーク中の祝日はどちらかの館を開館します。

5月 〔開館時間　午前10時〜午後6時〕

６日（金）ちっちゃなかぜおはなし会
 （乳幼児と保護者向け）
� 午前11時～11時30分
15日（日）おはなしの森
� （幼児から小学生向けのおはなし会）
� 午後２時～２時30分
21日（土）ちっちゃなかぜおはなし会
 午後２時30分～２時50分
� （４歳以上の幼児向け）
� 午後３時～３時30分（小学生向け）

行 事 予 定   中央5-50　 72●5550　 72●5554

甲
西
図
書
館

行 事 予 定行 事 予 定  石部中央1-2-3　 77●6252　� 77●6232

石
部
図
書
館

８日（日）きじっこおはなし会（グループ｢ピッコロロ｣）
� 午前11時～正午（幼児から小学生向け）

20日（金）よっといでたいむ（乳幼児と保護者向けのおはなし会）
� 午前11時～11時20分

28日（土）よっといでたいむ（幼児から小学生向けのおはなし会）
� 午後４時～４時30分

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

場　　所 日　　時
岩根小学校 18水 10:20～10:40
石部南小学校 12木 13:15～13:45
阿星保育園 12木 14:20～14:40
三雲小学校 20金 13:00～13:30
三雲保育園 20金 14:00～14:30
水戸小学校 25水 12:55～13:35
石部小学校 19木 13:05～13:30
下田小学校 ６金 10:25～10:45
下田小学校 27金 13:05～13:30
菩提寺北小学校 11水 13:00～13:40
菩提寺保育園 11水 14:30～15:00
三雲東小学校 26木 12:55～13:25
菩提寺小学校 13金 10:25～10:45

マツゾウくん 5 月の巡回
スケジュール移動図書館車　

場　　所 日　　時 日　　時
岩根東農業集落センター前 18水 14:00～14:30
三雲保育園南側駐車場 20金 14:30～15:00
サンヒルズ甲西駐車場 25水 14:00～14:30 　　　　
下田まちづくりセンター前 ６金 14:00～14:30 27金 14:00～14:30
中山生協集会所予定地 ６金 15:00～15:30 27金 15:00～15:30
北山台自治会館前 11水 15:30～16:00
妙感寺多目的集会所前 26木 14:00～14:30
菩提寺幼稚園前 13金 14:00～14:30
フレンドマート第２駐車場 13金 15:00～15:30
※�借りた本についての問い合わせは、甲西図書館までお願いします。
　また移動図書館車で借りた本は、両図書館で返却できます。

長谷川義史「だじゃれ日本一周」原画展
　５月15日（日）まで
　こどもの読書週間（４月23日～５月12日）にあ
わせて、長谷川義史作の「だじゃれ日本一周」の
原画を市内４か所（石部文化ホール、甲西文化ホー
ル、石部図書館、甲西図書館）で展示します。ス
タンプラリーもあります。

パートナーとあゆむ
～絵本「だちょうの原画展」＆

書「元気メッセージ・1/4世紀展」～
　５月21日（土）～６月12日（日）
　県立三雲養護学校高等部卒業生の小嶋桂介さん
が描いた絵本「だちょう」の原画と、長谷翔太さ
んの書を展示します。

甲西

甲西・石部

☆
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部
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書
館
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石
部
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書
館
・
甲
西
図
書
館
・
移
動
図
書
館
車
ど
こ
で
も
返
却
で
き
ま
す
。
返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
た
本
の
再
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

蔵書点検に伴う休館のお知らせ

　「特別蔵書点検」とは、いわゆる本の棚卸しで、甲西図書館にある蔵書（図書、雑誌、コンパクトディスク、カセットブック
などすべて）約32万点のバーコードを一冊ずつ端末に読み込み、所在を確認します。休館中はご迷惑をおかけしますが、ご理解
をお願いします。なお、５月23日（月）、24日（火）、27日（金）は石部図書館をご利用いただけます。休館期間中の本の返却はブッ
クポスト（市立図書館以外の本やＣＤなど壊れやすいものを除く）、または石部図書館、移動図書館車へお願いします。

図書館協議会委員が決まりました
　図書館では、図書館の運営について意見を述べる機関
として図書館協議会を設置しています。この度、公募に
よって２人の委員が決まりました（任期は平成25年３月
まで）。

　坂　早百合さん
　北村　典子さん

甲西図書館は、特別蔵書点検のため、５月23日（月）〜27日（金）まで休館します

展示　
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開放日
時間　午前10時～正午
　　　（午後開放日は午後１時30分～３時30分）
※�５月生まれのお子さんの手形･足形がとれます。
子育て相談日　※申込不要
保健師と栄養士が子育て相談に応じます。
日時　５月10日（火）
受付　午前10時～11時
にこにこ広場
「りすグループ」～保健師と話そう～

日時　５月13日（金）　午前10時～11時
対象　９か月～１歳５か月までの子どもと保護者
申込期間　５月２日（月）～９日（月）
「ひよこグループ」　※申込不要
日時　５月18日（水）　午前10時～11時
対象　８か月までの子どもと保護者
「うさぎグループ」～サーキットで遊ぼう～

日時　５月24日（火）　午前10時～11時
対象　１歳６か月～２歳５か月までの子どもと保護者
申込期間　５月17日（火）～19日（木）
「くまグループ」～サーキットで遊ぼう～

日時　５月27日（金）　午前10時～11時30分
対象　２歳６か月以上の子どもと保護者
申込期間　５月19日（木）～23日（月）
おひさまらんど（子育て支援講座）
じゅらくの里でお散歩をしよう

日時　５月12日（木）　午前10時30分～11時30分
申込期間　５月６日（金）～10日（火）
音楽とあそぼう

日時　５月16日（月）　午前10時～11時
対象　２歳以上の子どもと保護者
申込期間　５月９日（月）～11日（水）

バス遠足〜花緑公園に行こう〜
�日時　５月20日（金）　午前10時～午後３時
定員　14組（先着順）
※�バスの座席の都合上、親１人子１人の参加に限ります。
�申込方法　５月９日（月）～11日（水）に石部子育て支援セ
　ンターへ。
多胎児ママ交流会
日時　６月３日（金）　午前10時～11時30分
場所　子育て支援センター

助産師さんと話そう！
日時　５月26日（木）　午前10時30分～11時30分
場所　石部子育て支援センター
対象　妊婦および１歳未満の子どもの保護者
申込方法　５月13日（金）～17日（火）に子育て支援セン
　ターひまわりへ。
※当日参加もできますが、できるだけ申し込みをお願いし
　ます。

開放日
時間　午前10時～正午
ひよこ広場
日時　５月９日（月）　午前10時～11時30分
対象　８か月までの子どもと保護者
※２回目以上の参加はご遠慮ください。
内容　助産師による育児相談、ベビーマッサージ
持ち物　�バスタオル、母子健康手帳
にこにこの日
『ともだちいっぱい！』～遊戯室で思いっきり遊ぼう～
日時　５月11日（水）　午前10時～11時30分
対象　２歳以上の子ども
持ち物　�上靴（はだし可）
このゆびと・ま・れ！～みんなでパンをつくろう！～
日時　５月12日（木）　午前９時45分～正午
場所　柑子袋まちづくりセンター
対象　２歳６か月以上の未就園児と保護者
定員　16組（先着順）
講師　吉野明美さん
申込期間　５月６日（金）、９日（月）
※要実費
『はいはいキッズ』～親子ふれあいタイム～
日時　５月13日（金）　午前10時30分～11時30分
対象　９か月～伝い歩きのできる子ども
内容　親子ふれあい遊び、おかあさんのおしゃべりタイム
おかあさんのリフレッシュタイム
～エアロビクスとボールトレーニング～
日時　５月19日（木）　午前10時30分～11時30分
対象　未就園児の保護者
定員　20人（先着順）
参加費　105円（ボール代）
講師　藤岡時子さん（（財）日本体育協会公認スポーツ指
　導員）
申込期間　５月６日（金）、９日（月）

子育て支援センター

ひまわり
（岩根保育園2階）　 �・� �72◦7089

湖南市子育て支援ホームページ　 �http://www.edu-konan.jp/kosodate/　 �kosodate-s@city.konan.shiga.jp

☆
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石部子育て支援センター

たんぽぽはうす
（石部保育園隣接）　 77◦8570　 77◦8572

湖南市子育て支援センター
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　 （申し込みの受付は午前9時から）

みつばち開放日（移動支援センター）
時間　午前10時～正午（みつばち午後開放日は午後１時30分～３時30分）
場所　市内まちづくりセンター（カレンダー参照）

さくらんぼ広場（子育て支援センター合同企画）
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子育てサロン
みんなあつまれ　よっといで。
時間　午前10時～11時30分
対象　未就園児と保護者
問三雲保育園　 ・ 72◦1385　平松保育園　 ・ 72◦0390
石部保育園　 ・ 77◦2073　阿星保育園　 ・ 77◦2950
岩根保育園　 ・ 72◦1389　菩提寺保育園　 ・ 74◦1373
下田保育園　 ・ 75◦2420　水戸保育園　 ・ 75◦0630

親子プレイステーション
　親子でどなたでも参加できます。子育ての先輩であ
るサポーターと一緒に、楽しい時間を過ごしましょう。
時間　午前10時～正午
問生涯学習課〔西庁舎〕　 77◦6250　 77◦6253

きじっこひろば
　おもちゃを通して親子でふれあいませんか。
時間　午前10時～正午
問石部南まちづくりセンター　 ・ 77◦2535

おもちゃの図書館「とまと」
　楽しい遊び場です。おもちゃの貸し出しもしています。
時間　午前10時～正午
問ボランティアセンター　 ・ 72◦1523

いしべおもちゃライブラリー「赤とんぼ」
　楽しい遊び場です。おもちゃの貸し出しもしています。
時間　午前10時～11時30分
問ボランティアセンターふれあい
　 77◦6001　 77◦6006

あひるクラブ
時間　午前10時～11時30分
対象　１歳～３歳の幼児と保護者
問甲西あかつき保育園　 72◦4960　 72◦4965

つどいの広場つばめ　子育て相談
　保健センターの保健師による子育て相談です。何で
もご相談ください。
時間　午前10時30分～11時30分
問NPO法人鳩の街　 77◦5546　 77◦5549

とんとんとんでておいで
対象　未就園児と保護者
内容　風船あそびをしましょう
時間　午前10時15分～11時30分
ようちえんであそぼう
対象　�２・３歳児（平成19年４月２日～平成21年４

月１日生まれ）と保護者
内容　ペープサートをみましょう
時間　午前10時30分～11時30分

持ち物　上靴、水筒（お茶）、着替え、タオルなど

問学校法人光星学園
　三雲幼稚園　　 72◦0077　 72◦8747
　ひかり幼稚園　 74◦3011　 74◦3461
　水戸幼稚園　　 75◦3350　 75◦4425
※申込受付は各園で行っています

１

２

ひまわり開放日 子育て支援センター
たんぽぽはうす開放日・午後開放日 石部子育て支援センター
親子プレイステーション 柑子袋まちづくりセンター
いしべおもちゃライブラリー「赤とんぼ」石部保健センター

３
４
５
６ ひまわり開放日 子育て支援センター
７
８

９ ひよこ広場 子育て支援センター
親子プレイステーション 菩提寺まちづくりセンター

10

ひまわり開放日 子育て支援センター
みつばち開放日 菩提寺まちづくりセンター
みつばち午後開放日 岩根まちづくりセンター
子育て相談日 石部子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター

11
にこにこの日 子育て支援センター
たんぽぽはうす開放日 石部子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター

12 子育て相談 つどいの広場つばめ〔平和堂石部店2階〕
とんとんとんでておいで 三雲幼稚園

13 にこにこの日 子育て支援センター
たんぽぽはうす午後開放日 石部子育て支援センター

14
15

16

ひまわり開放日 子育て支援センター
みつばち開放日 中央まちづくりセンター
いしべおもちゃライブラリー「赤とんぼ」石部保健センター
とんとんとんでておいで ひかり幼稚園

17

ひまわり開放日 子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター
あひるクラブ 甲西あかつき保育園
とんとんとんでておいで 水戸幼稚園

18
たんぽぽはうす午後開放日 石部子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター
おもちゃの図書館「とまと」 社会福祉センター

19 子育てサロン
三雲保育園・平松保育園・石部保育
園・阿星保育園・岩根保育園・菩提
寺保育園・下田保育園・水戸保育園

20
21
22

23

ひまわり開放日 子育て支援センター
みつばち開放日 柑子袋まちづくりセンター

親子プレイステーション 市民学習交流センター・石部
南まちづくりセンター

24 ひまわり開放日 子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター

25
たんぽぽはうす開放日 石部子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター
ようちえんであそぼう 三雲幼稚園

26
さくらんぼ広場 石部子育て支援センター
みつばち午後開放日 岩根まちづくりセンター
ようちえんであそぼう ひかり幼稚園

27 ひまわり開放日 子育て支援センター
たんぽぽはうす午後開放日 石部子育て支援センター

28
29

30
ひまわり開放日 子育て支援センター
みつばち開放日 三雲まちづくりセンター
ようちえんであそぼう 水戸幼稚園

31
ひまわり開放日 子育て支援センター
たんぽぽはうす開放日 石部子育て支援センター
きじっこひろば 石部南まちづくりセンター
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（受付：午後１時～２時15分　場所：保健センター）
多少時間がかかります

対　象 日

４か月児健診 平成23年１月生 ５月24日（火）

10か月児健診 平成22年７月生 ５月17日（火）

１歳６か月児健診 平成21年10月生 ５月20日（金）

２歳６か月児相談�
・歯科健診 平成20年10月生 ５月13日（金）

３歳６か月児健診 平成19年10月生 ５月12日（木）

持ち物　母子健康手帳、質問票、バスタオル（４か月児）、歯
ブラシ（10か月児・１歳６か月児・２歳６か月児・３歳６
か月児）

※３歳６か月児健診では尿検査・視力検査を行います。

乳 幼 児 健 診

５月23日（月）
午後１時30分～３時30分

離乳食の進め方（調理実習を含む）

対象　平成22年12月生まれの乳児の保護者
持ち物　母子健康手帳、エプロン
※要事前申込。保育が必要な人はお申し込みください。

（受付：午後１時15分～１時30分　場所：保健センター）
も ぐ も ぐ 教 室

（受付：午前８時30分～午後４時30分　場所：保健センター）
持ち物　印鑑、妊娠届出書（保健センターにもあります）

母 子 健 康 手 帳 の 交 付  

※�妊娠届出書をお持ちでない場合は、出産予定日を主治医に確
認してからお越しください。

（受付：午後１時15分～２時30分）

持ち物　母子健康手帳、予診票
※�番号札は当日午前８時30分から実施場所の玄関に出してい
ます。会場を離れる場合は必ず午後２時30分までにお戻り
ください。

５月10日（火）
保健センター 対象：生後３～90か月

未満５月19日（木）

ポ リ オ 予 防 接 種

　麻しん風しんの予防接種（ＭＲ混合ワクチン）は、２
回必要です。１歳～２歳になるまでに１回目（MR１期）
を接種し、小学校入学前（年長児）に２回目（MR２期）
を接種します。また平成24年度までは２回接種していな
い中学１年生（MR３期）、高校３年生（MR４期）を対
象とした定期予防接種を受けることができます。
　麻しんは感染力が強く、予防接種を受けないと多くの
人がかかる病気です。肺炎、脳炎といった重い合併症を
起こすことがあり、重症化すると死亡することもある恐
ろしい病気です。今年度の対象者は次のとおりですので、
早めの接種をお勧めします。

■�対象者　

　MR１期：満１歳～２歳になるまで

　MR２期：平成17年４月２日～平成18年４月１日生まれ

� （年長児相当）

　MR３期：平成10年４月２日～平成11年４月１日生まれ

� （中学１年生相当）

　MR４期：平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれ

� （高校３年生相当）

■�接種場所　湖南市指定医療機関（保健センターだより
に掲載しています。市外の医療機関でも受けられる場
合がありますので、保健センターへお問い合わせくだ
さい）

■�持ち物　母子健康手帳（１・２期のみ）、健康保険証な
ど生年月日と住所がわかるもの、予診票（なければ医
療機関または保健センターにあります）

※�３期の対象者には、７月ごろ市内の中学校を通して通
知します。２期および４期の対象者には既に通知済み
です。

■�接種料　無料

■�接種期間　

　ＭＲ１期：１歳誕生日当日～２歳誕生日前日

　ＭＲ２・３・４期：９月30日（金）まで

※�予防接種を受けるときは、保護者同伴で受けてくださ
い。なお、４期の対象者に限り、同意書があれば保護
者同伴でなくても受けることができます。同意書は保
健センターにありますのでお問い合わせください。

■�予防接種済証明書　３・４期の予防接種終了後、医療
機関から「予防接種済証明書」をお渡しします。今後、
予防接種を受けたか確認するときの重要な証明書です。
再発行はできませんので、大切に保管ください。

麻しん風しんの
予 防 接 種 を
受けましょう

子宮頸がん予防ワクチンの接種は夏ごろに
　子宮頸がん予防ワクチンの不足が続いており、安定供
給は７月ごろになる見込みです。接種は夏休みをめどに
してください。

ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチンの接種を再開
　３月24日に国で有識者による会議が開催され、ワクチ
ンに安全性の懸念はないとの評価を受けました。厚生労
働省は４月１日から接種を再開し、これを受けて本市で
も接種を再開しました。
※�変更が生じた場合は随時市ホームページなどでお知ら
せします。

子宮頸がん予防ワクチンなど３ワクチンの状況
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各種相談
心配ごと

しごと

高齢者

相談窓口

就労相談
　求職活動やハローワークで
の手続きのしかたなど就労に
関する相談や職場でのトラブ
ルに相談員が応じます（就職
あっせんはできません）。
◇時間
　午前９時～11時30分
問�商工労政課〔共同福祉施
設〕

　 71◦2332　 72◦4820

○�総務課住民総合相談担当〔東庁
舎〕

71◦2370　 72◦3788

　人権相談をはじめとした各種相談
窓口を開設しています。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分

　相談は無料、秘密は厳守されま
す。事前に予約が必要です。一人30
分、定員６人。
◇日時　５月13日（金）
　午後１時30分～４時30分
◇�場所　共同福祉施設（サンライ
フ甲西）
◇対象　市内在住または在勤の人
問湖南市商工会　 72◦0038

○地域総合センター
三雲ふれあいセンター� 72◦3166

72◦3301
夏見会館� ・ 72◦3083
柑子袋会館� ・ 72◦2993
松籟会館� ・ 77◦2972
岩根会館� ・ 72◦2292

保健センター
� 　 72◦4008　 72◦1481
◇�内容　離乳食や子どもの発達など
子育てに関する悩みや心配なこと
※�発達相談員による発達相談（予約
制）の紹介も行います。

赤ちゃんホットライン
（電話相談）
保健センター� 71◦4150
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
◇内容　妊娠・出産・育児など

少年センター悩み事相談
少年センター「あすくる湖南」
〔西庁舎別棟2階〕
� 77◦7053　 77◦7059
　学校や家庭での生活、非行問題な
ど、悩みを抱える中高生やその保護
者の相談、就学・就労に関する20歳
未満の青少年の相談を受け付けてい
ます。面接相談のほか、電話による
相談も行います。
◇日時　月～金曜日
　午前９時～午後４時

ふれあい教育相談室
〔勤労青少年ホーム〕 ・ 72◦4810
　いじめや不登校などで悩みを抱え
る小中学生や、子どもの教育に悩ん
でいる保護者の相談を受け付けてい
ます。電話相談のほか、面談による
相談も行います。
◇日時　月～金曜日
　午前９時～午後４時

もの忘れについての相談
地域包括支援センター〔東庁舎〕

71◦4652　 72◦3788
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※�専門医によるもの忘れ相談（予約
制）の紹介も行います。

介護についての相談・高齢者
の生活相談・福祉用具や住宅
改修の相談
地域包括支援センター〔東庁舎〕

71◦4652　 72◦3788
高齢者支援センターいしべ� 77◦5243
高齢者支援センターみくも� 72◦8100
高齢者支援センターぼだいじ� 74◦4093
高齢者支援センターひ��え� 75◦2323

教育電話相談

健康相談
保健センター

72◦4008　 72◦1481
　保健師・管理栄養士などが健康に
ついての相談に応じます。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分

女性の悩み相談
　事前に予約が必要です。
◇日時　５月19日（木）
午後２時30分～４時30分
（一人１時間程度）
◇場所　社会福祉センター
◇対象　市内在住の女性
問人権政策課〔東庁舎〕
　 71◦2354　 72◦2201

法律相談

総務課消費生活相談窓口〔東庁舎〕
71◦2360　 72◦3788

　消費生活に関する相談に専門の資
格を持った相談員が応じます。
◇日時　月～金曜日（祝日を除く）
　午前９時15分～午後４時

消費生活相談

◇�日時　５月11日（水）
　午後１時～４時
◇�場所　石部老人福祉センター
問総務課〔東庁舎〕
　 71◦2370　 72◦3788

行政相談（行政相談委員による相談）

問人権政策課〔東庁舎〕
　 71◦2354　 72◦2201

なんでも相談（人権擁護委員による相談）

※�大津地方法務局甲賀支局（ 62◦
0259）でも実施しています。
◇日時　月・水・金曜日（祝日を除く）
　午前10時～午後４時

○石部老人福祉センター　9日（月）
○社会福祉センター　12日（木）
◇�時間　午後１時30分～４時
※�来月は人権擁護委員の日に合わせ
て、両会場とも6月1日（水）午前10
時から午後４時まで行います。

　税理士による税金に関する無料相
談です。秘密は厳守されます。事前に
予約が必要です。一人30分、定員６人。
◇日時　５月11日（水）
　午後１時30分～４時30分
◇�場所　水口納税協会
問水口納税協会
　 62◦1151　 63◦0173

税務相談

月 火 水 木 金
2 3 4 5 6

松籟会館 夏見会館

9 10 11 12 13
下田まちづく
りセンター

石部南まちづ
くりセンター 柑子袋会館 岩根会館

16 17 18 19 20

松籟会館 三雲ふれあい
センター

サンヒルズ
甲西

菩提寺まちづ
くりセンター 夏見会館

23 24 25 26 27
下田まちづく
りセンター

石部南まちづ
くりセンター 柑子袋会館 岩根会館

30 31

育児相談
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湖南市の人口  平成 23年４月 1日現在
総人口  55,268 人（－44）　　男  28,556 人（－27）　　女   26,712 人（－17）　　世帯数  21,645 世帯（+65）

CONTENTS
 ２ 湖南市総合計画の後期基本計画を策定しました
 ６ 住宅用火災警報器が大切な「命」・「財産」を守ります
 ７ 区長の皆さんを紹介します
１０　がん検診を受けましょう
 １８ まちのわだい・きらり湖南人

栄養価(1人分)
エネルギー：191kcal
たんぱく質：17.8g
脂質：6.0g
塩分：0.9g
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酢
を
使
っ
て
さ
っ
ぱ
り
と

減
塩
し
ま
し
ょ
う
。

あじ ………………… 4匹
塩 …………………… 少々
こしょう …………… 少々
小麦粉 ……………… 大さじ4弱
サラダ油 …………… 大さじ1
酢 …………………… 100cc
砂糖 ………………… 大さじ2弱
薄口しょうゆ ……… 大さじ1/2弱
グレープフルーツ   … 1/2個
玉ねぎ ……………… 1/2個
青ねぎ ……………… 1本

❶
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
は
皮
を
む
い
て
実
を
ほ
ぐ
す
。
玉
ね
ぎ
は
薄

切
り
に
し
、
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❸
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熱
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す
。 材料（４人分）

食育推進計画
キャラクター
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今月の表紙

 　市内各地の小・中学校で入学式が
行われました。当日はあいにくの空模
様でしたが、新入生は期待と不安を胸
に新しい一歩を踏み出しました。

（4月8日／三雲小学校）
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　わたしたちは、悠久の野洲川の
流れに沿った美しい郷土を愛し、
先人が築いてきた文化や歴史に感
謝して、活気と希望に満ちた、ゆ
たかで創造的なまちをつくるため
に、この憲章を定めます。

湖�南�市�市�民�憲�章

一、美しい水と緑を大切にし、自然
と調和したまちをつくります。

一、たがいの人権を認めあい、思い
やりのあるまちをつくります。

一、子どもが健やかに育ち、障が
い者や老人をはじめ、だれも
が安心して暮らせるまちをつ
くります。

一、ゆたかな歴史を重んじ、香り
高い文化のまちをつくります。

一、社会の規律を守り、安全で住
みよいまちをつくります。

今月の表紙

平
成
23
年
3
月
１
日
～
31
日
掲
載
申
込
分（
敬
称
略
）
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